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人
｢
か
ら
l
l
l
o
咋
位
前
､
　
九
L

l
年
頃
の
伽
液
透
析
　
(
当
時
は
人

工
腎
臓
と
い
い
ま
し
た
;
)
は
｢
全

の
切
れ
口
が
生
命
の
切
れ
目
｣
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
'
医
療
費
の
か
か

る
　
【
ノ
バ
押
1
0
万
日
㌧
二
〇
万
E
=

付
の
自
己
C
'
担
)
冶
療
法
で
し
た
｡

医
療
保
険
は
`
九
六
七
年
一
二

月
よ
り
透
析
に
過
E
f
さ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
､
社
会
保
険
本
人
は
虹
…

利
で
透
析
山
東
ま
し
た
が
､
そ
の

家
族
は
L
;
側
の
=
己
的
抑
'
同
比

健
康
保
険
で
は
本
人
･
家
族
と
も

一
割
の
〓
己
白
ハ
印
が
あ
り
､
引
会

保
険
の
家
族
や
阿
川
健
鵬
保
険
の

人
で
'
透
析
を
受
け
て
い
る
人
は

こ
く
少
数
で
し
た
〕

ま
た
'
全
国
で
透
析
が
必
要
な

腎
■
小
令
息
者
は
年
間
市
0
0
0
人

以
上
い
る
の
に
､
透
析
機
器
は
六

C
)
0
ム
口
付
と
少
な
-
､
透
析
導
入

に
は
優
先
順
位
が
あ
り
'
社
会
に

必
要
と
‖
心
わ
れ
る
順
に
導
入
さ
れ

た
そ
う
で
す
C
什
事
を
持
ち
妻
子

の
あ
る
判
性
が
最
優
先
で
'
女
性

や
子
供
や
老
人
は
後
回
し
に
さ

れ
､
な
か
な
か
導
入
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
｡

し
か
し
､
家
族
の
い
る
男
性
で

●

は
､
同
比
健
康
保
険
で
陣
地
費
の

l
`
.
割
を
自
己
c
A
 
'
印
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
､
年
砧
保
護
や
医
療
保
護
を

受
け
る
た
め
に
当
時
は
､
現
金
や

貯
金
は
も
ち
ろ
ん
十
地
や
則
産
を

全
て
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
､
家
族
や
親
軸
に
多
大

な
迷
惑
が
か
か
る
た
め
'
透
析
導

入
を
諦
め
て
亡
-
な
っ
て
し
ま
っ

た
人
も
い
た
り
な
ど
､
全
凶
で
は

他
に
も
た
-
さ
ん
の
悲
劇
が
あ
り

ま
し
た
(

こ
の
よ
う
な
状
況
を
放
っ
て
ほ

し
い
と
､
全
国
の
腎
臓
病
患
者
が

･

　

●

に
全
国
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

(
現
在
の
H
川
法
人
仝
凶
腎
臓
納

協
議
会
)
　
を
結
成
し
､
扶
療
関
係

者
や
福
祉
関
係
者
､
同
会
議
員
な

ど
た
-
さ
ん
の
万
々
の
ご
支
援
･

こ
協
力
を
い
た
だ
き
､
｢
八
丁
腎

臓
の
挺
療
費
を
公
費
負
担
に
｡

｢
人
目
透
析
機
器
を
仝
同
約
に
増

設
し
て
ほ
し
い
｡
｣
な
ど
と
､
厚

生
省
や
大
=
他
省
'
ま
た
各
大
臣
な

ど
へ
の
若
請
､
国
会
へ
の
請
願
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
｡
そ
の
結

火
､
l
九
七
二
年
1
0
月
よ
り
身



当時の新聞記事

朝R新聞(,1971.6.6)

体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
､
更

生
医
療
(
育
成
医
療
)
　
に
よ
り
医

療
費
の
自
己
負
担
は
ほ
と
ん
ど
無

-
な
り
､
障
吉
年
金
も
受
給
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡

そ
し
て
､
仝
腎
協
で
は
結
成
以

来
毎
年
国
会
請
願
や
厚
生
省
交
渉

を
続
け
'
1
R
･
航
空
通
貨
'
有

料
道
路
利
金
の
身
障
者
割
引
適
用

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
勝
ち

取
っ
て
き
ま
し
た
｡

し
か
し
､
回
｢
惇
生
省
)
　
は
､

少
子
･
高
齢
化
社
会
の
到
来
や
長

引
-
不
況
に
よ
る
別
源
`
小
足
で
'

今
ま
で
の
社
会
保
障
制
度
を
維
持

し
て
い
-
の
は
困
難
と
し
て
国
の

責
任
を
後
退
さ
せ
'
一
九
九
九
年

月
か
ら
の
入
院
給
食
費
1
部
;

己
負
担
､
今
年
一
月
か
ら
は
老
人

医
療
費
一
割
自
己
包
ハ
川
が
始
ま

り
､
透
析
医
療
費
も
攻
一
割
の
度
に

引
き
-
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
｡

さ
ら
に
'
今
年
の
夏
に
は
構
造

改
市
案
の
■
　
つ
と
し
て
､
｢
医
療
費

の
適
正
化
･
効
率
化
.
と
い
う
報

●

内
容
は
医
療
に
巾

場
原
理
を
導
入
し
'
株
式
会
引
の

参
入
や
医
療
費
総
額
の
抑
制
'
1

走
以
卜
の
医
療
に
は
自
費
n
抑
導

入
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
L
l

そ
し
て
'
北
海
道
に
お
い
て
も

今
年
一
〇
月
か
ら
㊥
重
度
心
身
障

害
者
l
E
墳
資
肋
成
制
度
に
所
得
別

限
が
導
入
さ
れ
､
医
療
費
の
一
部

負
川
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
}
=
て
き
ま
す
r
　
こ
の
様
に
私
た

ち
の
医
療
や
福
祉
は
切
り
捨
て
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
｡

私
た
ち
は
今
､
自
分
自
身
の
た

め
だ
け
で
は
な
-
､
今
後
不
幸
に

し
て
透
析
導
入
す
る
人
た
ち
が
､

医
療
費
や
年
泊
の
心
配
が
少
し
で

も
軽
-
な
る
よ
う
に
､
皆
様
と
`

緒
に
医
療
と
福
祉
を
守
る
活
動
を

す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
｡

札
幌
腎
友
会
で
は
､
仝
腎
協
の

国
会
請
願
署
名
募
金
運
動
は
も
ち

ろ
ん
､
親
睦
交
流
活
動
と
し
て
の

炊
事
遠
足
や
ホ
ウ
リ
ン
グ
入
会
を

開
催
し
た
-
､
腎
提
供
者
拡
大
街

●

て
い
ま
す
｡
ま
た
､
広
報
活
動
と

し
て
仝
腎
協
の
機
関
紙
.
ぜ
ん
じ

ん
き
ょ
う
ー
と
道
腎
協
の
機
関
紙

｢
ど
う
じ
ん
｣
　
の
配
水
と
､
機
関

紙
｢
生
き
る
仲
間
｣
を
発
行
し
て
､

会
活
動
の
状
況
報
告
や
医
療
や
福

祉
制
度
の
情
報
提
供
な
ど
を
し
て

い
ま
す
)

何
か
の
押
由
で
'
ま
だ
ご
入
会

さ
れ
て
い
な
い
患
者
さ
ん
が
い
ま

し
た
ら
､
ぜ
ひ
こ
れ
を
機
会
に
こ

入
会
し
て
い
た
だ
き
l
絹
に
活
動

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
｡

ポ
髭
の
金
｣
　
.
L
L
m
の
名
称
は
■

r
嘉
蓑
M
乱
蚕
｣
に

制
-
i

"
∴
工
上
,
.
T
;

l
宗
h
Y
に
.
屯
溺
措
E
=
V
J
H
=
九
ノ
r

九
ノ
九
,
双
嬰
太
P
(
=
･
=
T
･
J

_

l

t

一

.

0

)

1

.

9

L

J

.

J

i

J

t

J

L

I



国会請願の署名にも協力していただきました　　平野先生による健康相談も行われました

-　4　-

大
通
三
丁
目
に
八
九
名
の
参
加
′
･

九
月
九
日
≠
腎
提
供
者
拡
大
街

規
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
人
辿
-
西
三

丁
目
で
北
海
道
庁
､
札
幌
市
､
北

海
道
腎
臓
ハ
ン
ク
､
日
本
臓
器
移

榊
ネ
ソ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
プ
ロ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
､
巾
立
札
幌
病
院
､

ス
ノ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
､
エ

ル
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
'
北
海

道
腎
移
榊
名
協
議
会
､
北
海
道
難

病
連
の
九
団
体
と
私
た
ち
患
者
と

家
族
の
八
九
薪
の
参
加
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
っ
当
口
は
､
ど

ん
よ
り
と
し
た
雲
に
覆
わ
れ
た
天

候
で
し
た
が
用
意
し
た
二
c
c
〇

枚
の
意
思
表
示
カ
ー
ト
二
ア
ッ
シ

ュ
は
概
ね
配
布
で
き
ま
し
た
J

今
3
1
は
腎
臓
の
場
合
心
停
止
複

で
も
移
植
可
能
で
あ
る
こ
と
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
C
　
ま
た
､

報
道
関
係
者
も
多
数
来
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
主
た
る
目
的
の
啓
蒙

活
動
は
達
成
で
き
ま
し
た
〔
■
　
こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
何
を
串
ね
二

回
と
な
り
､
そ
の
成
果
と
し
て
国

民
の
九
割
が
脳
死
移
植
を
認
知
し

`
剖
弱
が
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
り
　
今
ま
で
た
く

さ
ん
の
方
の
ご
協
力
で
こ
こ
ま
で

来
ま
し
た
-
､
一
関
係
者
の
<
々
に
は

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
)

(
報
化
]
　
実
行
委
員
長

川
村
　
隆
志
)

(
宮
の
森
記
念
病
院
)
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道行く市民に､意思表示カート･ティッシュを配り､その携帯を呼びかけました

い

腎
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
者

F
J
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
二
二
年
九
月
九
日
(
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
)

㊥
北
海
道
庁
保
健
福
祉
部
薬
務
課

遠
藤
　
隆
i
E

㊥
札
幌
市
地
域
保
健
課

館

　

　

は

子

　

　

服

部

　

享

子

㊥
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

冨
山
は
る
み

㊥
北
海
道
腎
臓
バ
ン
ク

`
内
相
　
勝
世
　
　
横
-
;
寿
美
丁

㊥
市
立
札
幌
病
院
腎
移
植
科

平
野
　
析
]
夫
　
　
鳥
潟
郡
上
心
了

荒

木

　

　

氾

㊥
北
海
道
牡
病
連

染

田

　

　

剛

　

　

l

l

`

好

　

明

子

㊥
札
幌
ス
ノ
ー
フ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

佐

藤

　

止

芳

　

　

松

井

　

　

務

菅

原

　

　

書

　

　

名

越

　

　

茂

前

田

　

哲

男

　

　

金

井

　

常

夫

㊥
札
幌
エ
ル
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

島
中
久
視
丁

馬
場
　
伸
市

小
笹
　
幸
彦

@
稲
積
公
園
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

沢
田
　
英
子

㊥
い
の
け
医
院

三
沢
　
祥
子

㊥
う
え
と
医
院

柳
補
　
正
`

木

村

　

　

敬

菊
地
　
芳
子

㊥
札
幌
北
倫
病
院

新
井
　
静
子

児
玉
　
弘
子

@
自
衛
隊
札
幌
病
院

巨
木
　
芳
l
1
1

白
山
　
L
t
=
子

佐
々
木
洋
子

中

島

　

尚

俊

杉
本
　
寿
光

離
村
　
重
信

長
谷
川
日
出
夫

木
戸
　
武
明

谷
口
　
析
=
也

中

利

　

浩

平

｣
日
出
　
博
一

木
利
　
良
三

樋
口
倭山
本

窪
出
　
英
雄

㊥
北
海
道
腎
移
植
者
協
議
会

松
浦
　
信
悼

小
E
j
美
津
恵

雄
幸
雅
別
便
機

憲
司
吉
臣

@
H
･
N
･
メ
デ
ィ
ッ
ク

｣
u
E
E
季
代
乃

㊥
H
･
N
･
メ
デ
ィ
ッ
ク
北
広
島

前
田
　
吉
雄

㊥
N
T
T
東
日
本
札
幌
病
院

稲
出
　
邦
口
R
　
　
河
野
　
伸
雄

町
出
　
義
一

㊥
勤
医
協
丘
珠
病
院

中
村
　
貴
公
　
　
酉
出
常
葉
了

菅
原
ア
ユ
子

㊥
光
量
泌
尿
器
科
医
院

堀

井

　

和

彦

　

　

併

藤

　

　

功

津

E

]

　

靖

典

　

　

石

井

　

典

子

㊥
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

鈴
木
　
梓
｡
■
　
　
高
橋
　
幹
子

須
坂
多
恵
丁
　
　
正
岡
　
正
山

金
丸
　
洋
了
　
　
久
原
　
幸
江

佐
藤
　
妙
丁

㊥
札
幌
乗
ク
リ
ニ
ッ
ク

佐
々
木
美
智
子

●

㊥
仁
愛
会
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

中
崎
美
沖
丁
　
　
斉
藤
　
好
丁

円
転
,
H
L
t

㊥
仁
倫
会
病
院

望
月
　
悦
子
　
　
望
月
　
克
美

㊥
桑
園
中
央
病
院

･
1
/
-
ル
　
.
 
･
?
.
i

㊥
田
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

棚
田
ま
ゆ
み
　
　
二
上
　
照
夫

㊥
手
稲
ネ
プ
ロ
ク
リ
ニ
ッ
ク

高
木
　
和
彦

㊥
中
野
医
院

新
山
　
正
紘
　
　
福
原
真
理
子

④
は
ま
な
す
外
科
医
院

田
中
　
孝
幸

㊥
南
一
条
病
院

宮
本
　
好
和

岩
館
　
二
男

㊥
宮
の
森
記
念
病
院

川
村
　
隆
志

小

津

　

　

巾

㊥
涯
井
医
院

山
本
　
光
雄

佐
藤
　
範
子

伊
藤
　
文
夫

三
L
留
美
子

小
樟
由
紀
市
心

人
波
　
洋
助

●



後列中央が吉田さん

笑顔で話される上戸先生

響

-
.
管
.
紺
｡
･
.
禁
勝
気
ぷ
努
は

･

.

雛

　

　

　

　

　

　

　

　

織

　

添

　

　

S

七
月
一
五
日
'
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

十
歳
⊥
場
で
キ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

ハ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
U

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
人
変

人
気
が
あ
り
毎
年
大
勢
の
方
が
訪

れ
ま
す
｡
絶
好
の
臓
器
提
供
拡
人

の
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
こ
と
で
､
恒

例
の
臓
器
移
杓
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
(
'
当
日
は
朝

か
ら
天
候
に
も
め
ぐ
ま
れ
､
約
二

万
人
の
人
目
で
し
た
L
l

参
加
者
は
､
市
立
札
幌
病
院
の

平
野
哲
夫
先
生
､
北
海
道
腎
移
柿

者
協
議
会
､
腎
バ
ン
ク
､
臓
器
移
榊

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

●

霧
挙
遜
蜜
㌔
緑

欝

　

か

溺

憾

爵

コ
-
テ
ィ
ネ
-
タ
I
 
t
　
北
大
病
院

医
師
､
千
歳
腎
友
会
'
迫
腎
協
(
荏

内
繁
雄
夫
妻
〕
､
札
幌
腎
友
会
(
苗

木
芳
一
■
､
梅
田
明
､
吉
m
季
代
乃
｣

の
総
勢
1
1
C
名
で
､
+
前
八
的
二

〇
分
に
集
人
口
し
､
入
口
近
く
に
･
り

ち
意
思
表
小
カ
ー
ド
の
記
入
'
携

帯
を
呼
び
か
け
な
が
ら
カ
ー
ド
･

パ

ン

フ

レ

ノ

ト

･

テ

ィ

ッ

シ

ュ

の

セ
ツ
ー
を
`
目
で
八
､
〔
〕
〇
〇
七

ノ
ト
配
り
ま
し
た
〔
　
ま
た
､
テ
ン

ト
の
ほ
う
で
は
署
名
も
三
一
二
名

集
ま
り
ま
し
た
(
､

最
近
で
は
`
舷
の
人
々
の
臓
器

移
柿
の
意
識
も
高
ま
っ
て
き
て
い

る
よ
う
で
､
す
で
に
ー
持
っ
て
い
ま

す
｣
と
か
､
｢
も
う
書
い
て
あ
り

ま
す
｣
と
い
う
方
や
'
ー
頑
張
っ

て
-
だ
さ
い
｣
と
声
を
か
け
て
-

だ
さ
る
方
も
い
ま
し
た
｡
今
凶
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
し
て
'
臓
器

移
植
に
関
心
を
持
ち
､
理
解
し
て

カ
ー
ド
を
携
帯
す
る
方
が
増
え
つ

つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
｡

(
報
告
　
事
務
局
次
長

吉
田
季
代
乃
)

I
 
I
,
,
W
,
{
T
,
H
"
T
.
!
｣
一
芸
.

八
月
六
日
州
道
難
病
連
全
道
集

会
が
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

午
前
一
〇
時
､
道
腎
協
(
分
科

会
)
　
は
､
.
糖
尿
病
と
透
析
の
自

己
!
t
E
理
に
つ
い
て
｣
と
親
し
､
光

u
生
泌
尿
提
朴
医
院
の
卜
戸
丁
又
彦
院

庄
先
生
を
講
師
に
､
全
道
ヒ
山
名

の
参
加
者
を
迎
へ
医
療
講
演
を
行

い
ま
し
た
｡

糖
尿
蛸
の
透
析
患
者
も
､
基
礎

的
な
シ
ャ
ン
ト
･
薬
･
佃
庄
･
血

液
検
恋
の
チ
ェ
ノ
ク
等
'
止
し
い

白
｣
管
牌
が
大
事
で
有
る
事
∩

又
､
患
者
が
成
り
や
す
い
心
臓

柄
(
血
管
の
病
気
｣
　
に
つ
い
て
予

防
･
定
則
検
査
と
食
事
の
過
剰
摂

取
や
ハ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
行
動
す

る
事
が
大
切
で
す
｡
と
の
説
明
を

聞
き
､
や
は
り
目
己
管
理
が
最
大

の
チ
帆
で
あ
る
と
再
確
認
し
ま
し

た
｡
午
後
よ
り
'
か
で
る
2
-
-
で

全
体
集
会
が
あ
-
､
中
で
も
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
を
迎
へ
､
強
制
的
に

｢
入
所
さ
せ
て
､
九
〇
年
間
と
い
う

長
期
に
渡
り
'
国
家
が
は
ぺ
い
さ

せ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
L
t

人
権
を
無
視
し
て
い
た
事
実
が
裁

判
で
も
明
ら
か
に
成
り
ま
し
た
〕

会
場
の
全
員
が
探
-
胸
を
突
か

れ
る
思
い
に
至
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
J

そ
の
後
､
基
調
報
告
.
集
会
ア

ピ
ー
ル
で
終
了
致
し
ま
し
た
｡

【
報
i
:
]
　
事
務
局
艮
柳
沼
　
正
二
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今
年
も
滝
野
す
ず
ら
ん
公
園
で

炊
事
遠
足
を
し
､
豚
汁
と
ジ
ン
ギ

ス
汀
を
味
わ
い
､
山
妖
州
を
捕
喫
し

ま
し
た
r
J
炊
事
遠
足
当
日
ま
で
に

二
凶
の
実
行
委
員
会
を
開
き
､
そ

の
間
に
会
場
の
予
約
や
f
･
見
'
案

内
の
発
送
､
参
加
者
の
集
計
と
班

編
成
､
食
材
の
買
出
し
等
々
'
例

●

年
の
車
で
は
あ
り
ま
す
が
実
行
委

員
は
見
え
な
い
所
で
噸
張
-
ま
し

た
｡
特
に
今
年
は
炊
事
後
に
散
策

す
る
カ
ン
ト
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
入

場
す
る
為
､
身
障
手
帳
の
番
号
の

確
認
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
｡

真
駒
内
か
ら
の
貸
切
バ
ス
と
∩

･
一
本
用
中
で
硯
地
に
午
前
l
 
I
)
時
に

集
合
し
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
､

鈴
木
会
長
の
あ
い
さ
つ
と
実
行
委

員
長
の
説
明
の
後
､
早
速
､
炊
事

に
取
-
か
か
-
ま
し
た
∪
腕
に
山

信
の
あ
る
人
達
が
豚
汁
や
ジ
ン
ギ

ス
汀
の
材
料
を
刻
む
間
､
力
〓
憎

が
カ
マ
ド
を
作
り
､
山
吹
を
お
こ
し

ま
す
■
｡
今
凶
は
参
加
者
が
二
`
`
○

名
で
､
-
ハ
班
に
分
か
れ
実
施
し
ま

し
た
し
約
　
時
間
後
に
は
豚
汁
が

あ
ち
こ
ち
で
出
来
卜
が
り
､
持
参

の
オ
ニ
ギ
リ
を
頬
張
り
な
が
ら
'

そ
の
出
来
具
合
に
一
喜
一
憂
し
て

い
ま
し
た
｡
豚
汁
の
後
は
ジ
ン
ギ

ス
汗
を
野
菜
や
'
持
寄
っ
た
良
材

と
一
緒
に
焼
い
て
食
べ
､
お
な
か

も
‖
仙
腹
｢
や
っ
ぱ
り
野
外
で
皆
と



1
緒
に
食
べ
る
と
美
味
し
い
｣

と
'
笑
声
に
混
っ
て
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
｡
次
に
後
始
末
を
し
て
カ

ン
-
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
へ
向
い
､
足

に
自
信
の
あ
る
人
達
は
中
央
ゲ
ー

ト
か
ら
緩
や
か
な
坂
迫
を
咲
誇
る

花
々
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
L
t

l
O
O
 
m
程
度
怒
っ
た
所
に
あ
る

カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
で
'
東
ゲ
ー

ト
か
ら
入
場
し
た
他
の
人
達
と
合

流
｡
l
時
間
余
り
買
物
を
L
た

り
､
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た

り
､
の
ん
び
り
し
た
あ
と
､
全
員

で
ビ
ン
コ
ゲ
ー
ム
を
米
し
み
'
鈴

木
友
幸
副
会
長
の
挨
拶
で
無
事
炊

事
遠
足
も
終
了
し
参
加
者
は
帰
路

に
着
き
ま
し
た
｡

幸
い
大
使
に
も
市
心
ま
れ
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
頂
け
た
事
で
､
実
行
委

員
の
苫
労
も
報
わ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
来
年
も
元
気
で
ご
参
加
下

さ
い
｡(

報
告
　
実
桁
委
員
長

梅

田

　

　

明

一

(
N
T
T
東
日
本
札
幌
病
院
)
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今
回
の
炊
事
遠
足
に
参
加
し
た
会
員
の
方
々
に
､
腎
友
会
に
入
会

し
て
の
率
直
な
感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た
｡

炊
事
遠
足
で
は
､
多
-
の
病
院

か
ら
会
員
さ
ん
が
集
ま
-
､
そ
れ

ぞ
れ
協
力
し
あ
っ
て
行
動
し
ま

す
｡
そ
の
中
で
､
色
々
な
話
を
闘

い
た
り
し
て
'
勉
強
に
も
な
り
焚

し
く
`
日
を
過
ご
せ
ま
し
た
し

｢
口
帰
-
温
泉
の
旅
｣
が
な
-

な
り
楽
し
み
が
､
一
つ
減
っ
た
卓

が
残
念
で
す
｡

今
年
に
な
っ
て
､
同
施
設
の
仲

良
し
の
友
達
を
亡
-
し
､
と
て
も

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
｡

日
頃
は
区
民
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し

ハ

ト

ミ

ン

ト

ン

を

し

て

､

ス

ト

レ
ス
発
散
を
心
が
け
て
い
ま
す
｡

(
う
え
と
医
院
佐
々
木
潤
子
)

･
‥
･

一
二
〇
名
の
患
者
さ
ん
が
い
る

巾
､
炊
事
遠
足
に
五
名
の
参
加
者

と
云
う
皐
で
､
非
常
に
残
念
に
思

い
ま
す
｡

透
析
の
亨
な
ど
'
夫
や
家
族
で

は
な
か
な
か
相
談
に
な
ら
な
い
こ

と
も
､
こ
の
様
な
行
事
で
色
々
な

方
と
､
お
話
が
出
来
て
と
て
も
良

い
機
会
と
な
-
ま
し
た
｡

い
つ
も
透
析
中
､
腕
の
血
管
痛

で
幸
-
悩
ん
で
い
ま
す
o

(
古
川
泌
尿
器
科
医
院

西
　
　
静
子
)

･

:

･

　

　

　

　

魯

札
幌
の
多
-
の
病
院
に
､
今
ま

で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
｡

そ
れ
ぞ
れ
施
設
に
よ
っ
て
や
-
方

が
違
い
ま
す
o

私
は
'
体
重
を
増
や
し
す
ぎ

で
､
週
四
凶
の
時
と
､
川
時
間
の

後
､
水
抜
き
の
み
を
し
て
頂
い
た

り
し
て
い
ま
す
｡

｢
そ
こ
ま
で
一
生
懸
命
や
っ
て

頂
い
て
い
る
の
に
､
男
だ
っ
た
ら

感
謝
し
て
〝
お
願
い
し
ま
す
″
と

云
っ
て
､
腕
を
山
し
な
さ
い
｣
と

云
わ
れ
ま
し
た
､
が
な
か
な
か
性

格
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
｡

●

(
i
f
立
札
幌
病
院伊
藤
　
英
典
)

･
‥
･

仁
稔
会
病
院
か
ら
分
院
し
て
出

来
た
病
院
で
す
｡

炊
事
遠
足
で
他
の
病
院
の
方
と

お
詔
が
出
来
'
と
て
も
楽
し
-
過

ご
せ
ま
し
た
｡

幹
事
に
な
っ
て
か
ら
ま
だ
娼

-
､
会
員
さ
ん
の
名
前
を
覚
え
る

事
か
ら
始
め
て
い
ま
す
｡
又
先
生

や
ス
タ
ノ
ブ
の
皆
さ
ん
が
協
力
的

で
非
常
に
助
か
り
ま
す
｡

(
滞
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
大
塚
　
艶
子
)

･
‥
･

私
は
以
前
か
ら
会
員
で
し
た

が
'
会
に
だ
け
入
っ
て
い
れ
ば
い

い
や
と
思
い
､
行
事
等
に
参
加
し

た
こ
と
が
為
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡

し
か
し
'
炊
事
遠
足
の
実
行
委

員
に
な
-
'
何
も
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
､
年
の
違
う
人
や
他
の
病

院
の
方
､
役
員
の
皆
さ
ん
が
気
さ

-
に
話
し
'
行
動
し
て
い
る
の
を

見
て
へ
私
自
身
も
気
焚
な
気
持
ち

で
､
お
話
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
｡

●

病
院
で
は
非
常
に
体
毛
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
厳
し
-
､
そ
れ
だ
け
で

娘
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
｡
連

動
も
せ
ず
夫
に
は
､
私
は
病
人
だ

か
ら
と
l
l
ム
っ
て
い
ま
し
た
｡

又
'
透
析
寿
命
が
八
年
く
ら
い

な
ど
と
開
い
て
お
り
ま
す
が
､
今

や
､
｢
一
〇
年
･
二
〇
年
は
当
た

-
前
､
三
〇
年
･
E
O
年
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
｡
｣
と
の
話
を
聞
き
､

非
常
に
勇
気
が
山
て
き
ま
し
た
｡

(
札
幌
厚
什
病
院池
m
　
優
子
)

◆

◎
自
分
よ
-
良
い
透
析
歴
の
人
を

見
て
､
又
話
を
聞
く
こ
と
に
よ

っ
て
'
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
っ

(
透
析
歴
　
二
〇
年
　
女
)

◎
患
者
会
に
入
っ
て
良
か
っ
た

事
｡
友
達
が
出
来
た
事
C
病
気

に
つ
い
て
勉
強
す
る
事
が
出
来

る
事
=(
透
析
歴
一
六
年
　
女
)

◆

透
析
患
者
は
全
員
で
一
五
名
程

い
ま
す
｡
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◎胃友会へご入会いただける方Ea:各施設幹事又は札幌胃友芸事務局へお申し込み下さい
会費　年間6.000円(全腎協1.800円､道胃協2.400円分含む)

中途入会は月割(月500円で計算)となります

札幌腎友全人会申込書
平成　年　月　　日入会
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職業 仞��ﾉ4�,��
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今
年
の
　
月
よ
-
透
析
導
入
を

し
て
七
ケ
月
で
､
ま
だ
ま
だ
初
心

者
で
す
｡

初
め
て
炊
事
遠
足
に
参
加
　
(
夫

婦
で
)
し
て
､
会
員
の
皆
さ
ん
と
､

一
緒
に
楽
し
ん
だ
-
お
話
を
し
た

り
し
て
'
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
｡
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
腎
友
会

が
あ
る
事
に
感
激
し
ま
し
た
へ

(
元
町
泌
尿
器
科山
中
　
照
夫
)

･
‥
･

私
達
の
病
院
は
､
透
析
患
者
`

L
t
名
､
会
員
が
八
名
で
す
r
)

午
前
･
T
後
の
l
　
部
制
で
行
っ

て
お
り
ま
す
｡

私
は
'
坂
ク
リ
ニ
ソ
ク
か
ら
転

院
し
て
来
ま
し
た
が
､
当
院
は
非

常
に
サ
ー
ビ
ス
が
良
-
､
透
析
開

始
時
間
が
あ
る
杵
度
自
由
が
利
-

の
で
､
気
分
的
に
も
'
時
間
に
追

わ
れ
る
予
な
-
過
ご
せ
ま
す
｡

今
回
､
幹
事
役
を
任
さ
れ
ま
し

た
r
J
機
関
紙
等
は
､
な
る
べ
-
直

接
会
員
さ
ん
に
､
渡
す
様
に
心
が

け
て
い
ま
す
D

●
仲
間
や
看
護
婦
さ
ん
の
協

力
も
頂
い
て
お
り
ま
す
｢

今
凶
､
機
関
紙
で
介
護
タ

ク
シ
ー
の
事
を
知
り
､
介
護

保
険
　
(
介
護
二
　
の
認
走
を

受
け
､
過
一
一
回
介
護
タ
ク
シ

ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
｡

今
後
も
'
腎
友
会
の
大
切

さ
を
患
者
さ
ん
に
知
っ
て
頂

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
｡

(
北
光
記
念
病
院

下
川
　
　
勉
)

◆

⑳
患
者
会
に
入
っ
て
積
極
的

に
役
員
に
な
り
'
行
事
に

参
加
し
て
活
動
す
る
こ
と

で
'
様
々
な
人
に
山
会
う

機
会
が
1
m
灯
ら
れ
､
色
々
な

経
験
が
出
来
て
､
前
向
き

に
生
き
ら
れ
た
〔
■

(
透
析
際

一
〇
年
　
女
)

◎
各
病
院
の
友
達
や
知
人
か

沢
山
山
米
ま
し
た
｡

(
透
析
歴
l
`
凶
年
　
女
)
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日
本
国
憲
法
で
は
､
身
体
に
ど
ん
な
障
害
が
あ
っ
て
も
､
健
康
な

人
と
同
じ
く
､
社
会
の
中
で
生
活
で
き
る
よ
う
､
そ
の
権
利
が
保
障

さ
れ
て
お
り
､
そ
の
た
め
｢
身
体
障
害
者
福
祉
法
｣
等
の
社
会
福
祉

関
係
の
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
に
よ
り
､
法
の
定
め
る
障
害
状
態
と
な
っ
た
場
合
､
｢
身
体

障
害
者
手
帳
｣
が
取
得
で
き
ま
す
｡

し
か
し
こ
れ
は
､
基
準
に
該
当
す
る
と
自
動
的
に
出
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
､
申
請
意
志
に
基
づ
き
､
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

取
得
で
き
る
も
の
な
の
で
す
｡
そ
し
て
こ
の
｢
身
体
障
害
者
手
帳
｣

に
よ
り
､
身
体
障
害
者
福
祉
法
等
に
よ
る
諸
々
の
援
助
の
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
｡

の
級
は
`
級
､
三
級
､
E
級
で

二
級
と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ

ん
｡
又
碑
別
で
は
第
一
柿
身
体

障
害
者
に
な
り
ま
す
｡

自
動
車
税
､
軽
自
動
車
税
､

自
動
車
取
得
税
が
免
除
と

な
り
ま
す
｡

身
体
障
害
者
が

身
体
障
害
者
手
帳
の

取
得
手
続
き

(
窓
口
)

･
住
民
山
一
小
の
あ
る
市
役
所
､
区
役

所
､
剛
村
役
場
の
福
祉
係
｡

･
福
祉
係
に
あ
る
指
走
用
紙
｢
身

体
麿
害
者
診
断
書
･
意
見
書
.

を
指
定
医
の
診
断
を
受
け
て
作

成
し
て
も
ら
い
'
写
真
(
縦
四

m
×
枯
三
m
･
脱
帽
上
半
身
正

面
)
　
と
印
鑑
を
持
参
し
交
付
申

請
書
を
提
出
す
る
｡

･
障
害
こ
と
に
指
定
供
が
定
め
ら

れ
て
い
る
の
で
､
福
利
係
で
確

認
す
る
こ
と
r
J

･
透
析
患
者
は
身
障
手
帳
■
級
に

通
常
該
当
し
ま
す
が
､
糖
尿
性

腎
症
で
透
析
に
入
ら
れ
た
方

で
'
初
期
に
は
三
級
'
ま
れ
に

E
級
と
い
う
事
が
あ
-
ま
す
C

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
帖
が
八
哨

/
朗
を
超
え
た
時
L
u
で
再
交
付

の
申
請
　
(
初
め
と
同
様
の
手
枕

き
)
　
を
し
ま
す
と
身
障
手
帳
の

級
を
一
級
に
｢
げ
る
亨
が
侶
来

ま
す
｡

持
.
腎
機
能
障
吉
者
の
身
障
手
帳

●

利
用
で
き
る
福
祉
制
度

身
体
障
吉
者
に
は
特
別
障
害
者

〔
身
障
手
帳
一
級
二
親
を
持
っ
て

い
る
人
)
と
障
害
者
　
(
身
障
手
帳

三
級
1
六
級
を
持
っ
て
い
る
人
)

が
対
象
に
な
る
福
祉
制
度
が
あ

り
､
手
帳
の
等
級
に
よ
り
受
け
ら

れ
る
も
の
と
､
受
け
ら
れ
な
い
も

の
が
あ
-
ま
す
｢
)

所
得
税
'
相
続
税
'
贈
与

税
､
住
民
税
が
控
除
又
は

非
課
税
と
な
り
ま
す
｡

(
刈
象
者
)
所
得
税
､
相
続
税
､

住
民
税
は
一
級
か
ら
六
級
ま
で

控
除
の
刈
象
｡
贈
与
税
は
1
　
1

1
　
級
が
対
象
｡

(
窓
口
)
詳
紺
は
税
務
署
及
び

市
､
区
役
所
の
税
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
卜
さ
い
｡

●

(
対
象
者
)
腎
機
能
障
富
者
は
身

障
手
帳
`
級
と
二
級
の
方
が
対

象
と
な
る
｡

(
窓
∪
)
自
動
車
税
事
務
所
父
は

道
税
事
務
所
　
(
軽
日
動
車
は
市

･
区
役
所
の
税
務
課
)

へ
手
続
き
)

･
自
動
車
税
､
∩
動
車
取
得
税
減

免
申
請
書
(
窓
口
に
あ
る
∵

運
転
免
許
証
'
身
障
手
帳
'
自

動
車
検
査
.
計
､
印
鑑
､
世
帯
全

員
の
住
民
票
　
(
生
計
を
同
じ
-

す
る
者
が
運
転
す
る
場
合
)

･
単
身
で
叶
T
:
3
す
る
身
体
障
害
者

が
所
有
又
は
所
得
す
る
自
動
車

で
'
牡
引
を
異
に
す
る
者
が
こ

の
身
体
障
宝
=
者
の
た
め
に
週
に

l
回
以
上
継
続
し
て
逆
転
す
る

場
合
は
'
右
記
書
類
の
他
に
福

祉
事
務
所
長
'
町
刷
長
､
保
健

所
長
等
が
発
行
す
る
自
動
車
税

等
に
係
る
常
時
介
護
証
明
書
が
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必
要
で
す
c

画
風
鳳
の
運
賃
割
引
　
】

(
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
)

･
身
障
手
帳
を
綻
示
し
書
類
に
必

要
事
項
を
記
入
す
る
市
に
よ
-

一
割
引
と
な
る
∵

･
札
幌
市
で
は
､
身
障
手
帳
一
-

一
`
級
の
方
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ノ
-
年
間
六
〇
枚
(
基
本
料

金
分
)
　
か
､
市
営
交
喋
り
の
無

料
バ
ス
　
(
1
年
間
分
)
　
の
ど
ち

ら
か
を
選
択
出
来
る
∩

(
J
R
の
運
賃
割
引
)

･
身
体
障
害
者
(
第
一
種
･
第
二

樺
身
体
障
害
者
)
　
が
単
身
で
一

〇
〇
k
m
を
超
え
て
来
せ
す
る
と

き
､
普
通
来
卓
券
が
九
割
引
と

な
り
ま
す
｡

･
身
体
障
害
者
(
第
J
種
)
　
が
介

要
口
二
名
)
と
乗
せ
す
る
場

合
は
距
離
に
関
係
な
-
'
普
通

乗
車
券
､
凶
数
券
､
急
行
券
､

定
期
券
の
い
ず
れ
も
五
割
引

(
介
護
者
と
も
に
)
　
と
な
る
｡

※
腎
機
能
障
害
者
は
第
一
校
身
体

●
障
害
者
に
該
当
し
ま
す
｡

(
航
空
運
賃
の
割
引
)

･
国
内
線
に
限
り
､
介
護
者
`
名

を
含
み
並
日
通
大
人
片
道
料
金
の

l
 
l
t
i
l
%
が
割
引
さ
れ
ま
す
〔
(
第

l
種
身
体
障
害
者
が
該
当
)

･
航
空
券
販
売
窓
U
に
身
障
手
帳

を
提
一
小
し
て
購
入
｡

(
有
料
道
路
通
行
料
金
の
減
額
)

･
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
が
自
ら
運
転
す
る
場
合

(
有
0
%
割
引
)

･
第
一
種
身
体
障
害
者
が
乗
車

し
'
介
護
者
が
運
転
す
る
場
合

(
五
〇
%
割
引
)

※
本
人
丈
は
､
本
人
と
生
計
が
同

じ
で
あ
る
人
が
所
有
す
る
乗
E
f

卓
'
ラ
イ
ト
バ
ン
'
特
殊
用
途

自
動
車
が
対
象
r
J
た
だ
し
､
こ

れ
ら
の
人
が
自
動
車
を
所
有
し

て
い
な
い
場
合
は
､
日
常
的
介

護
者
が
所
有
す
る
自
動
車
が
対

象
と
な
-
､
身
体
障
害
者
一
人

に
つ
き
一
台
適
用
さ
れ
､
営
業

用
は
除
か
れ
ま
す
c
J

･
巾
､
区
役
所
の
福
祉
係
に
身
障

●

手
帳
､
免
許
証
'
車
検
証
､
印

鑑
を
持
参
し
､
申
請
し
､
割
引
証

(
枚
数
制
限
有
り
)
を
も
ら
う
｡

駐
車
禁
止
区
域
に
駐
車
で

き
ま
す

(
駐
車
許
可
証
)

･
｢
駐
車
禁
止
除
外
指
定
中
｣
の
標

章
を
提
示
す
る
こ
と
で
､
駐
中

禁
止
区
域
　
(
法
定
禁
か
区
域
除

-
)
　
に
駐
車
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
｡

(
対
象
)
身
体
障
害
者
干
帳
を
持

っ
て
い
る
人
､
又
は
年
副
を
同

じ
-
す
る
家
族
が
障
害
者
を
乗

せ
て
運
転
す
る
場
合

(
手
続
)
身
憧
手
帳
､
運
転
免
許

証
'
卓
検
証
､
印
鑑
､
住
民
票

(
家
族
が
障
害
者
の
た
め
に
運

転
す
る
場
〈
n
l
　
を
も
っ
て
作
区

の
警
察
署
に
申
請
し
票
亭
を
も

ら
､
つ
し

そ
の
他
の
施
設
の
割
引

･
そ
の
他
様
々
な
公
共
施
設
､
レ

ジ
ャ
ー
施
設
に
於
い
て
身
障
手

帳
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

料
金
が
割
引
r
t
介
護
者
　
名
を

含
む
予
が
多
い
｣
　
又
は
無
料
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
､

身
障
手
帳
を
常
に
携
帯
し
て
-

さ
い
｡

※
例
　
動
物
園
､
水
族
館
､
ロ
ー

プ
ウ
エ
ー
'
遥
拝
近
代
美
術

館
､
映
画
紙
､
区
民
プ
ー
ル
､

登
別
伊
達
時
代
村
等
1
窓
口
で

確
認
の
事

こ
の
様
に
諸
々
の
恩
典
が
受
け

ら
れ
ま
す
が
､
そ
の
多
く
は
患
者

会
の
先
輩
､
そ
し
て
､
そ
れ
を
受

け
つ
い
だ
我
々
の
あ
く
な
き
運
動

に
よ
っ
て
勝
ち
取
っ
た
も
の
で

す
｡
患
者
会
活
動
は
徐
々
で
は
あ

り
ま
す
が
前
進
し
､
後
に
引
き
継

が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
私
た

ち
の
唯
一
の
武
器
は
｢
数
｣
で
あ

り
､
｢
声
｣
で
あ
り
ま
す
C
是
非

腎
友
会
の
理
念
を
理
解
し
､
共
に

活
動
さ
れ
ん
こ
と
を
お
願
い
致
し

ま
す
｡
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移植も
腎ハンクの発足(1977年)､腎移植

に健保適用(1978年)､腎移植セン

ター整備(1979年から)､腎移植に

関する法律制定(1980年)､腎提供

者も健保適用(1981年)､ ｢腎移植

推進月間｣設定　く1981年)､腎移植

推進員配置(1990年)､腎臓移植ネ
ットワークシステム(1995年)､臓

器移植法成立･施行(1997年)杏
ど移植体制すすむ｡

人工腎臓の診療報酬に夜
間加算(1978年)､食事

加算(1981年)､障害者

加算(1991年)､ 5時間

透析(1996年)など｡

小児慢性腎疾患の予防
と治療に関する研究班､

腎不全対策推進会議発
足｡全腎協代表参加o

鉄道･航空機運賃
の身体障害者割引
きの対象に｡



●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
平
成
一
二

年
九
月
一
日
付
で
札
幌
腎
友
会
の

皆
さ
ん
の
い
る
全
透
析
施
設
の
全

患
者
さ
ん
を
対
象
に
ご
協
力
を
頂

い
た
も
の
を
集
計
し
た
も
の
で

す
r
J

こ
の
結
果
を
参
考
に
し
､
行
政

等
へ
の
交
渉
時
の
資
料
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
o

ご
協
力
を
頂
い
た
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

･
送
付
施
設
数
　
　
　
　
｣
ハ
州

･

送

付

個

人

数

　

　

　

一

■

一

∴
垣
付
部
数
　
三
､
八
七
五

･
配
れ
実
部
数
　
三
､
一
七
l

(
個
人
二
三
枚
含
む
〕

･
回
収
施
設
数
　
　
　
　
ム
九

･
回
収
部
数
　
二
､
〇
二
六

(
個
人
六
枚
含
む
)

･

回

　

収

　

率

　

　

六

二

･

九

%

-

　

居

住

地

(
札
幌
巾
)

(
他
市
町
村
)

､
七
六
七
名

八
七
･
二
%

二
五
九
名

1
二
･
八
%

※
札
幌
腎
友
会
に
は
札
幌
市
以
外

か
ら
石
狩
市
､
恵
庭
市
'
北
広

島
市
'
当
別
町
に
あ
る
透
析
施

設
か
ら
も
入
会
さ
れ
て
お
-
ま

す
の
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
｢

札
幌
市
へ
内
外
か
ら
通
院
又
は

入
院
し
て
い
る
患
者

(
凶
答
名
l
'
八
二
l
名
中
)

五
凶
名

和
狩
市
へ
市
外
か
ら
通
院
又
は

入
院
し
て
い
る
患
者

(
岨
答
者
　
　
1
0
三
令
巾
)

`
九
七
名

恵
庭
市
へ
市
外
か
ら
通
院
又
は

入
院
し
て
い
る
患
者

(
凶
答
者
　
　
　
五
l
名
申
′
)

二
一
`
`
名

北
広
島
市
へ
市
外
か
ら
通
院
丈

は
入
院
し
て
い
る
患
者

(
回
答
者
　
　
一
■
六
名
中
)

一

一

名

当
別
町
へ
町
外
か
ら
通
院
又
は

入
院
し
て
い
る
患
者

(
凶
答
者
　
　
　
l
五
新
中
)
r
J
 
I

※
市
外
の
中
に
は
小
樽
市
､
江
別

3

　

年

アイ

齢

一
■
`
〇
歳
以
下

E

:

四

名

　

　

二

･

1

1

%

一
■
二
歳
～
三
九
歳

八
六
名
　
　
凶
二
l
%

市
'
千
歳
市
､

町
､
長
沼
町
'

町
､
余
市
町
'

あ
り
ま
す
0

2

　

性

　

　

別

へ
男
　
性
)

夕
張
市
､
栗
山

南
幌
町
､
山
仁

厚
田
村
な
ど
が

一
一
■
人
名

`
九
六
･
一
%

八
女
　
件
)

八
九
〇
名
　
E
r
一
l
･
九
%

ウ
　
四
〇
歳
-
九
〇
歳

一
二
E
]
l
■
名
　
1
六
.
九
%

エ
　
五
`
歳
1
六
凶
歳

八
〇
九
名
　
二
`
九
･
九
%

オ
　
六
五
歳
-
七
〇
歳

三

一

血

名

一

五

･

五

%

カ
　
七
〇
歳
以
卜

四
l
`
九
令
　
二
〇
･
五
%

◎
無
回
答l
有

名

　

　

0

･

七

%

※
ア
の
一
二
〇
歳
以
下
に
は
､
最
年

少
`
止
歳
か
ら
一
■
`
〇
歳
ま
で
円

E
名
が
お
り
､
カ
の
七
一
歳
以

上
で
は
九
五
歳
を
最
高
齢
に
八

〇
歳
以
卜
五
円
名
を
含
め
川
`

五
名
と
全
体
の
`
一
〇
%
を
占
め

ま
す
｡



さ
ら
に
介
護
保
険
の
対
象
年

齢
と
な
る
六
九
歳
以
上
は
､
回

答
者
二
､
〇
一
二
ハ
名
中
七
三
〇

名
で
全
体
の
三
六
%
と
一
■
`
割
を

超
え
､
透
析
患
者
の
高
齢
化
が

窺
え
ま
す
｡

透
析
方
法
は
な
ん
で
す
か

ア
　
血
液
透
析

1
'
九
八
E
E
も

九
七
･
九
%

イ

　

C

A

P

D

一

九

名

　

　

〇

･

九

%

り
　
家
庭
透
析
一
名
　
0
･
〇
五
%

エ
　
そ
の
他八
名
　
　
〇
･
E
l
%

◎
無
回
答■
四

名

　

　

〇

･

七

%

透
析
導
入
の
原
因
と
な
っ
た

疾
患
名
は
何
で
す
か

ア
　
糸
球
体
腎
炎

六

九

一

名

　

三

四

･

一

%

イ

　

の

う

胞

腎

八
九
名
　
　
四
･
川
%

ウ
　
糖
尿
病
性
腎
症

四
九
九
名
　
二
四
･
六
%

エ
　
腎
孟
腎
炎

一

六

九

名

一

三

㌧

`

`

%

オ
　
腎
硬
化
症

h

八

名

　

　

l

･

九

%

カ
　
そ
の
他

⊥
ハ
川
名
　
1
二
･
0
%

◎
鞍
山
答⊥
六
名
　
　
七
･
七
%

※
設
問
が
不
備
な
た
め
か
原
疾
患

に
腎
不
全
と
書
い
た
方
や
無
回

答
の
方
が
い
ま
し
た
｡

ま
た
､
カ
の
そ
の
他
の
中
に

は
次
の
よ
う
な
原
疾
患
の
ん
が

い
ま
し
た
｡
全
身
性
エ
リ
テ
マ

ト

ー

チ

ス

､

ネ

フ

ロ

ー

ゼ

､

ク

ロ
ー
ン
鵬
､
リ
ユ
ウ
マ
チ
､
妊

娠
中
毒
､
捲
以
病
､
高
血
i
王
､

水
腎
症
'
腎
臓
病
'
逆
流
仲
腎

炎
'
腎
結
核
な
と
｡

ま
た
､
ア
ン
ケ
ー
ト
結
E
q
で

は
糖
尿
加
佐
腎
症
二
ー
･
六

%
J
B
球
体
腎
炎
三
甲
一
%

と
な
っ
て
い
ま
す
が
'
一
昨
年

唄
か
ら
全
国
的
に
は
こ
れ
ら
の

数
字
は
導
入
期
の
患
者
に
お
い

て
は
逆
転
し
て
い
る
そ
う
で

す
0

6
　
透
析
時
間
帯

ア

　

昼

間

　

　

l

 

r

 

L

E

二

七

名

七
J
八
･
E
:
%

イ
　
準
夜
間
　
二
五
時
以
降
)

二

〇

一

名

　

　

九

･

九

%

り
　
夜
間
　
二
七
時
以
降
)

一

`

八

六

名

一

四

二

%

エ
　
そ
の
他一
名
　
〇
･
〇
五
%

◎
無
凶
答t
一

名

　

`

･

有

%

※
間
三
の
年
齢
構
成
(
ア
～
エ
一

二

八

1

斜

　

六

三

　

■

%

)

　

か

ら
見
る
と
準
夜
間
､
･
佼
間
を
合

わ
せ
た
数
字
は
四
八
七
名
､
二

凶
%
で
準
夜
間
'
夜
間
透
析
だ

け
を
見
る
と
､
ま
だ
そ
の
普
及

率
が
低
い
と
田
山
わ
れ
る
C●

7
　
透
析
年
数
は
何
年
で
す
か

ア
一
〇
年
末
満て
　
四
六
人
名

七
二
･
五
%

イ
一
〇
年
以
L
 
1
 
L
F
:
年
未
満

二
〇
三
名
　
f
 
C
.
･
0
%

や
　
一
五
年
以
上
二
C
.
年
末
満

一
五
人
名
　
　
七
･
八
%

エ
　
二
〇
年
以
上
二
五
年
末
滞

一

二

一

名

　

　

六

･

〇

%

オ
　
二
L
F
:
年
以
上
三
L
7
年
未
満

石

九

名

　

一

■

･

九

%

カ
　
三
〇
年
以
上

二

名

　

　

〇

･

一

%

◎
無
回
答l
市

名

　

　

0

,

七

%

※
一
〇
年
末
満
の
透
析
患
者
が
七

割
を
占
め
る
反
面
､
`
五
年
以

上
の
長
期
透
析
患
者
も
三
四
〇

名
l
人
,
八
%
と
居
り
'
合
併

症
の
心
配
も
あ
り
ま
す
｡

8
　
透
析
回
数

ア
　
過
`
1
3
J

l
 
E
五
名
　
　
七
･
二
%



イ

一

■

週

末

回
七
名

り
　
週
三
回

エ
　
そ
の
他五
名

◎
無
回
答

〇
二
二
%

､
八
E
]
二
名

九
〇
･
九
%

〇
二
一
%

二

七

名

　

　

　

　

一

`

%

あ
な
た
は
透
析
に
よ
る
合
併

症
の
障
害
が
あ
り
ま
す
か
　
(
複

数
回
答
可
)

ア
　
視
力

l
`
l
九
五
薪
`
九
･
五
%

イ
　
骨
､
関
節

E
:
■
四
名
　
　
■
L
1
･
四
%

り
　
脳
血
管
障
害
後
遺
症

一

一

名

　

　

六

･

〇

%

エ
　
E
肢
切
断

l

　

凹

名

　

　

l

･

二

%

オ
　
手
根
幹
症
候
群

二
ハ
六
名
　
　
八
･
二
%

カ

　

聴

力
一

一

六

名

　

　

五

･

七

%

キ
　
歩
行
障
害

●
ク
　
そ
の
他

九
凹
名
　
　
E
･
六
%

◎
無
回
答人
h

 

l

名

　

1

　

　

　

1

%

※
上
な
合
併
症
と
し
て
は
骨
や
関

節
の
障
･
害
を
訴
え
る
ん
が
E
.

阿
名
と
多
-
､
次
い
で
視
力
障

害
を
訴
え
る
力
が
二
九
L
F
:
名
で

し
た
■
｡

ま
た
'
骨
や
関
節
の
障
害
と

閲
過
し
て
歩
行
障
害
を
訴
え
る

<
が
二
七
四
J
G
お
り
､
そ
の
他

の
項
目
で
は
高
血
L
+
症
､
心
臓

病
､
副
}
状
腺
機
能
克
進
症
'

消
化
管
出
什
'
筋
力
低
下
､
低

耐
圧
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
｡

設
問
の
`
小
備
で
撫
凶
答
の
方

は
合
併
症
が
な
い
も
の
と
判
断

し
ま
し
た
〕

1
 
0
　
こ
こ
は
入
院
さ
れ
て
い
る
方

だ
け
お
答
え
下
さ
い
　
【
川
～
伽

ま
で
一
(
凹
答
者
　
1
七
"
名
〕

川
　
入
院
さ
れ
て
い
る
主
な
理
由

●

二

六

名

一

五

･

二

%

イ
　
透
析
導
入
直
後

一

〇

名

　

　

五

･

八

%

ウ
　
シ
L
･
ン
ト
の
手
術

1

五

泉

　

　

八

･

八

%

エ
　
通
院
介
護
を
す
る
人
が
い

な
い

五
八
名
　
三
二
.
九
%

オ
　
障
害
の
た
め
自
活
が
鎌
理

は
九
名
　
l
l
l
_
 
･
五
%

カ
　
目
宅
が
遠
ん
で
あ
る

凹
l
`
l
名
　
二
五
,
l
%

キ
　
そ
の
他
二

二

名

　

　

七

･

六

%

※
入
院
し
て
い
る
患
者
は
一
七
一

名
で
全
体
の
八
･
E
%
で
し
た
｡

複
数
凶
答
を
さ
れ
た
方
が
お

り
合
計
が
l
致
し
ま
せ
ん
｡

脚
　
透
析
以
外
の
時
間
に
介
護
を

受
け
て
い
ま
す
か

ア
　
全
て
介
護
を
受
け
て
い
る

1

E

名

　

　

八

･

二

%

イ
一
部
受
け
て
い
る

二
八
名
　
二
ハ
･
凹
%

ウ
　
受
け
て
い
な
い

八
〇
名
　
E
六
･
八
%

I
,
i
;
I
:
:凹
九
名
　
l
八
-
六
%

付
　
目
で
工
J
　
ま
た
は
力
と
お
答

え
の
方
に
お
尋
ね
し
ま
す
｡
介

護
者
が
い
た
り
､
近
く
に
病
院

が
あ
れ
ば
通
院
出
来
ま
す
か

(
工
､
カ
と
答
え
た
方
`
〇
一

∵
∵

ア
　
山
来
る
一
九
名
　
二
八
･
七
%

イ
　
川
来
な
い

四
八
名
　
E
:
七
･
有
%

◎
然
回
答二
E
名
　
l
　
三
･
七
%

※
設
問
加
で
エ
'
カ
に
つ
い
て
は

一
〇
一
名
と
入
院
患
者
の
五
九

二
%
を
占
め
､
什
会
的
入
院

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡

介
護
者
が
い
た
り
透
析
施
設

が
近
-
に
あ
る
こ
と
で
､
あ
る

程
度
解
決
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
､
設
問
胤
で
は
　
l
九
名
､

-
八
･
七
%
の
方
が
通
院
出
来
る



と
州
答
し
て
お
-
､
介
護
保
険

の
充
実
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
｡

〓
　
こ
こ
は
通
院
さ
れ
て
い
る
方

だ
け
お
答
え
下
さ
い
　
【
川
～
S

ま
で
】
　
(
回
答
者
　
､
八
五
五

名
一
通
院
に
要
す
る
時
間
(
往
復

時
間
)

ア
　
一
五
分

四

一

八

新

　

二

　

l

･

五

%

イ
　
三
〇
分

l
九
五
五
名
　
l
■
`
0
･
〇
%

り
　
四
五
分

三

川

　

1

名

　

1

八

･

四

%

エ

一

時

間

l

　

八

〇

名

　

1

五

二

%

オ

一

時

間

三

〇

分

四
九
名
　
　
八
･
〇
%

カ
　
■
■
時
間

三

九

名

　

　

二

･

■

%

キ
　
二
+
h
T
間
以
上

二

八

名

　

　

l

･

五

%

◎
無
回
答

E
I
E
名
　
　
　
l
･
川
%

※
通
院
時
間
が
往
復
凶
五
分
以
内

(
ア
､
ィ
､
ウ
)
　
と
答
え
た
方

が
回
答
者
一
㌧
　
八
五
五
名
中

l
､
三
二
F
:
名
､
七
〇
･
九
%

で
七
割
の
方
が
通
院
施
設
の
近

郊
に
住
ん
で
い
ま
す
o

反
血
､
往
復
に
一
時
間
以
上

要
す
る
ん
は
凶
九
六
名
'
　
六

･
九
%
も
い
ま
し
た
o

旧
　
通
院
に
利
用
す
る
交
通
手
段

は
な
ん
で
す
か
(
複
数
回
答
可
)

ア
　
徒
歩
･
自
転
車

二

五

七

名

一

三

･

九

%

イ
　
公
営
交
通
機
関

凹
六
`
l
名
　
二
E
=
･
九
%

L

ワ

　

　

T

J

R七

一

一

`

名

　

一

∴

九

%

エ
　
私
営
交
通
機
関

一

八

一

名

　

　

九

･

八

%

オ
　
タ
ク
シ
ー

五
三
九
名
　
`
九
･
〇
%

カ
　
自
家
用
自
動
車
･
バ
イ
ク

八
五
九
名
　
E
:
六
･
l
二
%

●

四
九
名
　
　
二
･
六
%

◎
無
回
答五
七

名

　

　

二

･

〇

%

※
通
院
の
為
の
交
通
手
段
で
は
､

乗
り
継
ぎ
な
ど
で
複
数
の
交
通

機
関
を
利
用
す
る
方
も
い
る
た

め
複
数
回
答
に
し
ま
し
た
〕
中

で
も
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い

る
方
が
五
三
九
名
､
`
九
･
〇

%
も
お
-
､
自
家
用
自
動
車
で

の
送
迎
も
考
慮
す
る
と
迎
院
の

た
め
の
要
介
護
'
要
支
援
の
透

析
患
者
は
相
当
数
い
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
｡
ま
た
'
そ
の
他

に
は
病
院
に
よ
る
送
迎
､
福
祉

タ
ク
シ
ー
､
契
約
者
､
車
椅
子
､

通
院
介
護
ヘ
ル
パ
ー
､
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
｡

糊
　
通
院
交
通
費
(
月
額
､
ガ
ソ

リ
ン
代
も
含
む
)
　
は
い
く
ら
で

す
か
ア
　
か
か
ら
な
い

三
九
E
名
　
二
一
二
一
%

イ
　
二
　
〇
〇
〇
日
以
内
●

ウ

一

'

〇

〇

一

日

⊥
二
､
0
0
0
円

一

二

二

名

　

1

　

1

･

九

%

エ

　

二

､

0

0

`

円

～
五
､
0
0
0
円

二

七

一

名

`

四

･

六

%

オ

　

九

､

0

〇

一

円
1
一
万
日
未
満

一

`

一

一

｣

一

名

一

人

‥

八

%

カ
一
万
円
-
二
万
円
未
満

二

O

E

:

名

　

1

一

･

0

%

キ
　
l
 
l
`
力
円
-
三
万
円
未
満

1
凶
九
名
　
　
八
･
0
%

ク
　
三
万
円
以
上

七

六

名

　

　

凶

･

1

%

◎
無
回
答

1

　

二

〇

名

　

　

　

ヒ

･

〇

%

※
月
額
の
通
院
交
通
費
が
一
万
円

を
超
え
る
患
者
は
'
回
答
数

一
㌧
　
八
五
五
名
中
'
E
`
l
九
名

二
三
･
一
%
､
で
三
■
力
円
以
上

の
中
に
は
二
万
円
-
四
力
円
末

日
仙
l
九
名
､
E
万
円
～
L
F
:
方
円

未
満
一
八
名
'
五
万
日
～
六
万

日
未
満
六
令
､
九
万
E
l
名
､



l
二
万
円
が
一
名
お
り
､
通
院

の
た
め
の
交
通
費
が
家
計
に
影

響
を
与
え
て
い
る
卓
が
懸
念
さ

れ
ま
す
｡

㈱
　
あ
な
た
は
通
院
を
す
る
た
め

に
介
護
を
受
け
て
い
ま
す
か

ア
　
い
つ
も
受
け
て
い
る

二
O
l
■
`
名
　
1
0
,
九
%

イ
　
時
々
受
け
て
い
る

九

有

名

　

　

市

･

一

%

り
　
受
け
て
い
な
い､　
1
.
-
一
川
.
J
I
.
･
;

七
八
･
〇
%

･
.
.
]
転
.
.
=
l
･
J
J
=

一

一

　

名

　

　

　

六

･

〇

%

※
　
｢
設
問
7
｣
　
の
透
析
年
数
で
一

〇
年
未
満
の
患
者
が
､
一
､
四

六
八
名
で
全
回
答
者
の
七
■
一
･

五
%
で
す
｡
透
析
年
数
の
若
い

患
者
は
介
護
の
必
要
は
な
し
と

し
た
方
が
多
い
と
推
測
さ
れ
､

ウ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て
い

ま
す
｡
ま
た
､
ア
'
イ
を
合
わ
せ
る

と
二
九
八
名
､
一
六
･
〇
%
と

I+.

期
透
析
患
者
三
四
〇
も
'
■
六

･
八
%
と
は
ぼ
一
致
が
見
ら
れ

る
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
す
｡

掛
　
川
で
ア
､
イ
と
答
え
た
方
の

介
護
依
頼
に
つ
い
て
　
(
二
九
八

名
)
｡
介
護
は
主
に
誰
に
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
か

ア
　
家
族
二
七
五
名
　
九
　
■
二
一
■
%

イ
　
家
政
婦
･
お
手
伝
い
さ
ん

二

名

　

`

･

〇

%

ウ
　
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

二
E
:
名
　
　
八
二
%

エ

　

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

一

`

l

名

　

一

･

〇

%

オ
　
そ
の
他二
名

　

　

〇

･

七

%

◎
虹
…
回
符

五

名

　

一

･

七

%

※
L
i
の
問
に
答
え
た
方
は
無
E
:
答

も
含
め
三
一
二
名
と
棚
の
ア
､

イ
の
凶
答
者
の
合
副
二
九
八
名

を
上
凶
っ
て
い
る
の
は
ア
ー
オ

に
複
数
回
答
し
た
方
が
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
っ
計
の
介

護
は
圧
倒
的
に
家
族
が
多
く
､

そ
の
e
(
担
は
患
者
の
高
齢
化
に

伴
い
益
々
大
き
-
な
り
'
通
院

介
護
へ
の
介
護
保
険
の
適
用
や

そ
の
他
政
済
措
置
が
早
急
に
望

ま
れ
ま
す
｡
ま
た
､
そ
の
他
に

は
病
院
の
送
迎
バ
ス
等
が
あ
-

ま
し
た
｡

㈲
　
あ
な
た
は
通
院
以
外
の
日
常

生
活
で
介
護
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か

ア
　
い
つ
も
受
け
て
い
る

一
二
七
名
　
　
人
‥
八
%

イ
　
時
々
受
け
て
い
る

一
八
二
名
　
　
九
･
八
%

エ
　
受
け
て
い
な
い
1
､
三
九
人
名

七
五
･
凶
%

◎
無
回
答
一
四
八
名

I. /･J I;I

※
設
問
1
 
1
の
付
で
通
院
介
護
を
い

つ
も
受
け
て
い
る
'
時
々
受
け

て
い
る
を
合
計
す
る
と
二
九
八

名
で
'
日
常
生
活
で
も
凧
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
介
護
を
い
つ
も

受
け
て
い
る
､
時
々
受
け
て
い

る
を
合
引
す
る
と
三
〇
九
名
と

ほ
ぼ
t
致
し
'
通
院
介
護
を
受

け
て
い
る
方
は
日
常
生
活
に
お

い
て
も
介
護
が
必
要
な
方
が
多

い
事
が
窺
え
ま
す
｡

S
　
㈲
で
ア
､
ま
た
は
イ
と
お
答

え
の
方
o
介
護
は
,
H
に
誰
に
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
か
　
(
回
答

者
一
二
〇
九
名
)

ア

　

家

族

l
一
E
]
有
名
　
七
九
･
二
`
%

イ
　
家
政
婦
･
お
手
伝
い
さ
ん

七

名

　

一

■

二

二

%

ウ
　
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

四

八

名

`

五

･

石

%

エ

　

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

1

名

　

　

〇

･

二

1

%

オ
　
そ
の
他三

名

　

一

･

〇

%

◎
無
回
答
有

名

　

　

　

⊥

ハ

%

※
∩
常
生
活
に
お
い
て
も
介
護
を

し
て
い
る
の
は
家
族
で
三
〇
九



名
車
1
.
E
人
名
'
七
九
･
三
%

と
多
い
で
す
が
'
ガ
イ
ド
ヘ
ル

パ
ー
を
利
川
し
て
い
る
方
も
凹

八
名
､
l
五
･
五
%
い
ま
し
た
｡

そ
の
他
に
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
等
が
あ
-
ま
し
た
J

皆
様
に
お
尋
ね
し
ま
す

1
 
2
　
通
院
の
た
め
の
交
通
費
は
家

計
に
影
響
が
あ
り
ま
す
か

ア

　

あ

る
六
〇
七
名
　
三
〇
･
〇
%

イ

　

少

し

あ

る

六
六
五
名
　
三
　
■
1
八
%

ウ
　
全
く
な
い

六
五
九
名
　
三
　
･
五
%

◎
舛
回
答九
五
薪
　
　
E
]
･
七
%

※
通
院
の
た
め
の
交
通
費
が
家
計

に
影
響
が
あ
る
､
少
し
あ
る
と

答
え
た
方
が
全
体
の
六
割
を
超

え
､
年
間
一
〇
0
-
1
五
六
往

復
を
毅
す
る
透
析
治
療
の
た
め

の
通
院
交
通
費
の
C
:
担
は
大
き

い
と
い
え
ま
す
し

1
 
3
　
行
政
か
ら
の
交
通
費
の
助
成

を
受
け
て
い
ま
す
か

川
　
交
通
費
の
助
成
を
受
け
て
い

るア
　
受
け
て
い
る一
､
五
九
〇
名

七
六
･
か
%

イ
　
受
け
て
い
な
い

四
六
有
名
　
二
一
二
･
〇
%

◎
撫
凶
答一
一

名

　

　

〇

･

五

%

仙
　
川
で
ア
と
答
え
た
方
､
交
通

費
の
受
給
形
態
は
何
で
す
か

(
複
数
回
答
可
)

ア

　

規

舎

　

(

月

　

　

　

　

円

)

九

l

新

　

　

化

･

九

%

イ

　

タ

ク

シ

ー

チ

ケ

ッ

ト

六
九
ヒ
薪
　
E
五
･
〇
%

り
　
福
祉
触
…
杵
パ
ス

七
二
E
名
　
川
七
･
〇
%

工
　
そ
の
他

l

 

l

六

名

　

　

　

･

l

二

%

､
●

E

人

名

　

　

三

･

　

%

※
　
設
問
1
3
の
山
で
交
通
費
の
助

成
を
受
け
て
い
る
と
E
i
Z
答
し
た

力
が
!
'
五
九
〇
名
'
七
六
･

五
%
､
何
の
助
成
も
受
け
て
い

な
い
方
が
E
･
ハ
打
名
'
二
二
･

〇
%
お
-
ま
し
た
〕

設
問
1
3
の
は
交
通
費
の
受
給

形
態
で
は
'
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ノ

ト
'
福
祉
血
州
料
パ
ス
を
合
わ
せ

る

と

こ

　

凹

二

　

名

'

九

二

･

〇
%
と
l
i
倒
的
に
多
い
で
す
｡

ま
た
'
札
幌
市
な
ど
へ
市
外

か
ら
通
院
し
て
い
る
方
の
中
に

は
交
通
費
の
!
部
､
或
い
は
全

額
を
現
金
　
(
振
込
み
)
　
で
支
給

さ
れ
て
い
る
方
が
九
l
名
､
九

･

九

%

お

り

､

タ

ク

シ

ー

チ

ケ

ッ
ト
と
現
金
と
い
っ
た
重
複
支

給
を
し
て
い
る
市
町
村
も
あ
り

ま
し
た
｡

各
市
町
村
の
支
給
形
態
に
つ

い
て
は
別
漆
資
料
を
参
照
し
て

下
さ
い
〔
■

~

●

調
査
で
す
の
で
小
明
な
点
は
直

禎
居
住
地
の
役
所
へ
電
話
で
ご

確
認
卜
さ
い
し

1
 
4
　
あ
な
た
は
将
来
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
な
っ
た
時
､
身

内
に
介
護
者
が
い
な
い
場
合
､

生
活
を
す
る
場
所
と
し
て
次
の

と
の
方
法
を
希
望
し
ま
す
か

7

　

日

宅
(
ヘ
ル
パ
ー
に
介
護
要
請
し

市
有
一
■
名
一
■
七
二
`
`
%

イ

　

入

院

八
一
二
名
　
E
]
〇
･
l
%

り
　
施
設
入
所

二

O

 

t

名

　

1

E

]

･

九

%

エ
　
そ
の
他

一

E

々

〔

　

　

　

　

一

%

缶
,
虹
.
I
.
.
∴

三

三

人

名

一

六

･

五

%

※
将
来
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

時
､
住
み
慣
れ
た
自
宅
を
選
ぶ

方
が
石
五
二
名
､
一
七
二
■
%

ま
た
､
環
境
が
整
い
安
心
で
き

る
病
院
へ
の
入
院
を
選
択
し
た



方
が
最
も
多
-
八
t
二
名
'
凹

0
･
l
%
お
-
1
仏
心
地
の
良
さ

と
安
心
を
優
先
に
考
え
て
い
る

様
子
が
窺
え
ま
す
｡
そ
の
他
で

は
自
殺
を
す
る
と
答
え
た
力
が

数
名
お
り
､
複
雑
な
思
い
が
し

ま
し
た
｡

1
 
5
　
最
後
に
通
院
介
護
や
通
院
交

通
費
の
助
成
の
件
で
行
政
に
対

し
て
要
望
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば

お
書
き
下
さ
い
｡

l
札
幌
市
内
の
透
析
施
設
)

･
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ツ
ー
を
増
や
し

て
欲
し
い

一
九
三
名

‥
｣
れ
以
上
治
療
費
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に

:,I

･
ガ
ソ
リ
ン
代
を
見
て
欲
し
い
二
九
令

･
通
院
交
出
費
の
助
成
鞍
を
増
や

し
て
欲
し
い

0
名

･
介
護
保
険
､
入
院
給
食
費
､
通
院

+

　

　

　

　

.
八
名

送
迎
バ
ス
を
考
え
て
欲
し
いij･･･T

将
来
が
小
安
で
あ
る
　
1
0
名

全
て
の
地
下
鉄
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ーを

川
∵
｢

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
と
福
祉
無

料
パ
ス
の
併
用

凶
名

安
心
し
て
辿
院
で
き
る
介
護
シ

ス
テ
ム
を
行
政
に
よ
り
確
立
し

て
欲
し
い

一
名

通
院
介
護
を
希
望

五
名

l
R
利
金
を
鞍
料
に
し
て

一
名

介
護
が
受
け
ら
れ
な
い
の
に

(
年
齢
的
に
)
保
険
料
を
払
う

の
が
小
満

一
名

患
者
は
通
院
費
-
ら
い
は
努
力

し
て
自
｣
負
印
す
べ
き
だ
｡
何

･

　

　

　

+

か
と
監
う
し

一
名

=
右
狩
市
､
)

石
狩
市
で
も
福
祉
無
料
パ
ス
を

山
し
て
欲
し
い

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
-
の
枚
数
を

増
や
し
て
欲
し
い

交
池
費
の
助
成
を
増
や
し
て
欲

し
い
送
迎
バ
ス
を
出
し
て
欲
し
い

(
北
広
島
巾
)

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ソ
ト
の
枚
数
を

増
や
し
て
欲
し
い

地
元
の
病
院
に
通
院
し
て
欲
し

い
と
言
わ
れ
'
交
通
費
の
助
成

も
減
ら
さ
れ
た
｡
患
者
に
は
病

院
を
選
ぶ
権
利
も
な
い
の
か
C

通
院
交
通
費
の
助
成
増
宿

通
院
の
た
め
の
ガ
ソ
リ
ン
代
を

見
て
欲
し
い

交
通
費
の
肋
戊
に
市
町
村
で
格

差
を
つ
け
な
い
で

(
当
別
剛
)

札
幌
へ
通
院
し
て
い
る
が
､
家

賃
'
交
通
費
を
助
成
し
て
欲
し

レ

･
J
R
の
割
引
を
一
〇
〇
k
m
以
卜

で
も
半
額
に
し
て
欲
し
い

･
行
政
は
患
者
の
状
態
で
個
々
に

対
応
し
て
欲
し
い

･
同
`
町
内
で
も
交
通
費
の
助
成

を
し
て
欲
し
い

蒜
心
庭
市
)

･
交
通
費
の
助
成
が
少
な
い

･
福
祉
血
州
判
パ
ス
か
送
迎
バ
ス
を

出
し
て
欲
し
い

･
今
後
と
も
肋
戊
を
続
け
て
欲
し

.

～

※
そ
の
他
の
市
町
村
か
ら
通
院
し

て
い
る
患
者
の
意
見
は
､
概
ね

通
院
交
通
費
の
増
額
及
び
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ソ
-
の
支
給
枚
数
増

を
希
望
す
る
も
の
が
多
か
っ
た

で
す
｡

･1..･'･.:･i:.i;. '･:i.1÷



22

設
問
1
 
3
仏
の
附
則
資
料

札
幌
市
及
び
近
隣
市
町
に
透
析
の
た

め
に
通
院
し
て
い
る
患
者
へ
の
交
通
費

等
の
助
成
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
報

告
o(

札
幌
市
)

障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
･
V
の
促
進

を
図
る
目
的
で
助
岐
し
て
い
る
｡
特
に

通
院
の
た
め
の
助
成
制
度
で
は
な
い
ノ

･
手
帳
の
等
級

一
級
と
二
級
が
対
象

･
支
給
形
態
(
タ
ク
シ
ー
ナ
ケ
ソ
ト
ー

伽
J
t
料
パ
ス
｣

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ソ
ト
　
へ
基
本
料
金
)

年
間
六
〇
枚
､
ま
た
は
､
仙
=
料
パ
ス

を
支
給

仙
…
利
バ
ス
は
市
営
交
通
　
(
電
卓
､
バ

ス
ー
地
卜
鉄
I
'
市
内
i
l
間
に
お
い

て
は
1
R
ハ
ス
､
巾
火
バ
ス
､
定
紋

ハ
ス
､
夕
鉄
ハ
ス
も
無
料

(
石
狩
市
)
〇

一

二

二

-

七

二

-

二

1

･
手
帳
の
等
級

級
､
一
級
で
石
列
巾
に
･
ハ
ヵ
月
以

｢
住
ん
で
い
る
人

支
給
形
熊
　
(
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ン
ト
)

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
　
(
基
本
利
金
)

年
間
二
九
枚

(
恵
庭
市
)

U

一

一

`

三

-

一

二

1

1

-

三

山

　

二

一

通
院
回
数
は
月
四
何
以
上
と
L
t
　
月

l
〇
回
を
限
度
と
す
る
　
へ
年
一
凹
支

給｣支給
形
態
　
(
現
金
ノ

所
得
税
課
税
帯
タ
ク
シ
-
基
本
利
金
の
旭

所
得
税
非
課
税
名

タ
ケ
シ
-
基
本
利
金
の
旭

市
外
の
透
析
施
設
に
通
院
の
人

は
ー
卜
記
の
他
に
1
R
駅
よ
り
透
析

施
設
の
あ
る
最
古
-
の
1
R
駅
ま
で

の
利
金
で
別
に
定
め
る
算
出
七
法
に

よ
る
ー

(
北
広
島
市
)

〇

一

丁

⊥

二

七

一

-

三

二

　

一

支
給
形
態
〔
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ノ
ト
ノ

タ
ク
シ
ー
チ
ナ
ノ
ト
､
･
F
j
C
O
H
券

作
間
1
　
凶
枚
支
給

●

(
江
別
市
)

0

 

l

一

-

三

八

一

-

四

`

E

]

　

(

代

一

支
給
形
態
(
タ
ク
シ
ー
ナ
ケ
ソ
ト
､

現
金
l

週
二
回
通
院
者

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
人
〇
枚

週
一
回
通
院
者

タ

ク

ン

-

チ

ケ

ノ

ト

E

O

枚

手
当
の
支
給
へ
要
病
院
の
証
明
)

週
一
二
E
E
通
院
者
年
間
凶
､
〇
〇
〇
円

過
二
回
通
院
者
年
間
一
､
0
0
0
円

(
千
歳
市
)

○

`

l

二

･

l

凶

-

三

　

二

　

(

代

一

支
給
形
態
　
(
税
金
)

透
析
患
者
が
通
院
す
る
場
合
(
月
七

回
以
｢
通
院
を
要
す
る
者
､
要
通
院

･=.1･.

市
内
通
院

住
宅
か
ら
透
析
施
設
ま
で
の
往
復

タ
ク
シ
ー
代
の
五
割
1
六
割

市
外
通
院

住
宅
か
ら
最
寄
-
の
1
R
駅
ま
で

の
往
複
タ
ク
シ
ー
代
の
五
割
-
-
八
割

●

(
夕
張
市
)

〇

一
二
三

¶

-
I
.

-

一
二
三

二
代

)

支
給
形
態
L
税
金
､
タ
ク
シ
ー
ナ
ケ

ン

ト

)

市
外
通
院

道
の
交
通
費
助
成
剛
直
を
利
鞘

市
･
円
通
院

行
路
は
手
帳
を
托
せ
夕
鉄
バ
ス
が

†
額
'
復
路
は
病
院
か
ら
B
J
料
バ
ス

乗
車
券
を
発
行
し
て
貰
う

タ
ク
シ
ー
券
は
年
間
二
〇
枚
-
≡

C
.
枚
迄
で
､
基
本
利
金
分
を
助
成
へ
市

外
市
山
犬
適
用
)

(
岩
見
沢
市
)

U

一

一

六

-

二

二

-

四

f

一

道
の
通
院
交
通
費
の
助
成
以
外
に
な

(
小
樽
市
)

〇

　

三

四

-

三

一

-

四

二

　

(

代

一

支
給
形
態
　
へ
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ノ
ト
〕

市
内
布
住
の
透
析
患
帯
で
身
障
手
帳

一
級
が
対
象

小
樽
巾
的
在
住
　
年
間
二
八
枚
助
成

小
樽
郊
外
　
　
　
年
間
二
L
l
枚
助
成
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(
栗
山
町
)
C

∴

二

二

七

-

 

`

一

-

一

二

一

(
総
介
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

支
給
形
態
　
(
税
令
′
)
　
(
要
通
院
証
明
)

栗
山
町
市
街
地
か
ら
1
R
や
ハ
ス
で

道
内
の
市
E
E
T
村
に
通
院
す
る
た
め
の

往
復
の
交
通
費
の
γ
額
を
助
成
｡
但

し
ー
道
の
通
院
交
通
費
補
助
馴
鹿
を

利
用
し
て
い
る
場
へ
U
や
､
手
帳
に
よ

る
半
額
割
引
料
人
心
の
分
は
助
成
額
よ

-
控
除
さ
れ
る

(
長
沼
町
)
r

J

一

二

一

八

-

一

人

-

血

石

下

血

(
内
二
〇
二
　
福
祉
係
一

支
給
形
態
　
(
税
金
､
タ
ク
シ
ー
チ
ケ

ノ
ト
ノ
　
(
要
通
院
計
明
ノ

長
沼
町
の
市
街
地
か
ら
道
内
の
保
険

医
療
機
関
の
所
在
す
る
市
町
村
迄
の

往
復
に
要
す
る
交
通
営
利
当
鶴
(
刺

に
定
め
ら
れ
て
い
る
)
　
の
半
額
を
助

成伸
し
､
道
の
通
院
交
通
費
補
助
制
度

を
利
用
し
て
い
る
場
合
や
､
手
帳
の

†
額
割
引
料
金
の
分
は
､
助
成
旗
よ

り
搾
除
さ
れ
る
｡
ま
た
､
身
障
手
帳

一
級
､
1
■
級
の
且
者
に
は
年
間
l
万

円
分
の
ハ
ィ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
希
望

●

(
月
形
町
)

C
二
二
六
-
五
十
･
l
l
二
二
二
代
)

支
給
形
態
　
へ
現
金
｣
　
｢
要
通
院
証
明
)

月
形
剛
か
ら
公
共
交
通
機
関
を
利
川

し
て
他
市
剛
村
に
通
院
す
る
場
合
'

往
復
料
金
の
†
額
を
助
蚊
　
(
三
カ
月

柘
に
支
給
)

(
由
仁
町
)C
二
二
1
1
1
八
-
二
-
四
七
L
=
○

女
給
形
態
　
(
税
金
〕
　
｢
要
通
院
証
明
)

所
得
制
限
が
あ
り
ー
距
離
的
区
分
に

よ
る
単
価
を
一
化
し
1
　
カ
月
の
通

院
回
数
を
乗
じ
た
額
を
算
出
'
-
さ
ら

に
ー
所
得
税
の
課
税
世
帯
､
非
課
税

叩
帯
に
よ
っ
て
支
給
筋
が
決
め
ら
れ

て
い
る
L
I
　
詳
細
は
由
仁
町
保
健
福
祉

課
介
護
支
援
係
に
問
い
(
∪
わ
せ
o

(
余
市
町
)
〇

　

二

元

-

一

三

⊥

　

l

四

支
給
形
態
(
タ
ク
シ
…
チ
ケ
ノ
ー
)

身
障
丁
帳
一
級
が
対
象
で
､
タ
ク
ン

-
券
l
基
本
料
金
分
′
l
年
間
三
〇
枚

支
給

(
倶
知
安
町
)

〇

　

二

六

-

一

一

女
給
形
慰
(
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
ー
ノ

身
障
手
帳
一
級
が
対
象
で
､
タ
ク
シ

ー
券
(
基
本
料
余
分
)
　
年
間
三
〇
枚

支
給
　
(
　
五
､
九
〇
〇
円
〕

(
岩
内
町
)

C
二
　
二
L
;
-
六
二
-
 
`
0
1
　
1
(
代
)

支
給
形
態
〔
現
人
草
】

所
得
別
駅
が
あ
-
､
町
外
へ
通
院
す

る
人
の
み
刈
象

往
復
交
通
費
I
t
公
共
交
通
機
関
で
算

:
.
4
)
　
に
通
院
回
数
を
乗
じ
た
顔
を
年

一
E
j
に
分
け
て
支
給
｡

(
追
分
町
)

D
 
I
 
E
皐
1
-
五
-
　
1
凹
l
　
二
代
l
J

【
保
険
管
塀
課
)

支
給
形
態
(
税
金
､
移
送
サ
ー
ビ
ス
)

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
り
苫
小
牧
ま

で
移
送
サ
ー
ビ
ス
あ
-
｡

1
R
を
利
用
う
る
場
合
は
､
利
金
の

1
/
2
を
助
成
､
L
;
〇
k
m
を
超
え
る

揚
∧
U
は
特
急
券
も
支
給
｡
い
ず
れ
も

通
院
E
]
数
を
束
じ
た
金
額
o

但
し
､
道
の
通
院
交
通
費
補
助
を
受

け
て
い
る
場
合
は
そ
れ
を
控
除
す

る
.

(
厚
田
村
)
O
 
i
 
l
l
二
l
L
-
八
-
1
C
三
三

･
制
度
な
し

(
厚
真
町
)〇
一

川

五

二

-

七

-

二

三

二

･
支
給
形
態
　
(
現
金
)

実
際
に
支
払
っ
た
交
通
費
の
†
額
に
通

院
回
数
を
乗
じ
た
額
を
助
成
｡

(
当
別
町
)

O
 
t
二
　
T
l
`
-
1
1
1
I
l
二
二
■
1
0
(
代
｣

支
給
形
態
　
(
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ノ
ー
､

福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
ー
現
金
)

町
内
在
任
の
透
析
患
者
に
タ
ク
シ
ー

チ
ケ
ッ
ト
年
間
E
八
枚
と
障
害
者
へ

の
福
祉
タ
ク
シ
ー
ナ
ケ
ツ
上
一
0
枚

が
助
成
さ
れ
る
∪

町
外
へ
札
幌
等
)
　
に
通
院
す
る
透
析

患
者
に
は
さ
ら
に
､
当
別
-
札
幌
間

等
J
R
往
復
運
賃
と
地
-
鉄
往
復
運

賃
の
〈
=
算
額
に
通
院
回
数
を
恥
じ
た

街
か
ら
､
課
税
世
帯
は
1
力
円
を
控

除
し
た
叡
ー
非
課
税
世
冊
は
五
千
日

を
控
除
し
た
額
の
そ
れ
ぞ
れ
%
を
助

蚊
｡
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こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
昨
年
九
月

一
日
付
で
､
札
幌
腎
友
会
の
会
員

さ
ん
の
い
る
透
析
施
設
の
う
ち
'

七
施
設
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
､
会
員
･
非
会
員
に

拘
ら
ず
ご
協
力
を
頂
い
た
も
の
を

集
計
し
た
も
の
で
す
｡

ご
協
力
頂
い
た
施
設
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

･
送
付
施
設
数

∴
遷
化
枚
数

･
配
和
実
枚
数

･
j
i
I
収
施
設
数

･
回
収
枚
数

･
凶
　
収
　
率

-

　

性

　

　

別

へ
男
　
性
)

一
七
九
名

人
女
　
性
)

一

一

六

名

(
無
回
答
)
･.JII

七

四
七
〇

四
七
〇七

三
〇
一

六
四
･
〇
%

五
九
･
五
%

l
■
,
 
`
八
･
五
%

l
･
0
%

2

　

年

　

　

齢

a
`
■
`
C
歳
以
卜

一

二

名

　

　

四

･

〇

%

b

一

■

二

歳

～

四

〇

歳

■

人

名

　

　

六

･

〇

%

c

 

M

■

歳

-

五

〇

歳

五

ヒ

名

一

八

･

九

%

d
　
五
■
歳
1
人
〇
歳

八
四
名
　
二
七
･
九
%

2
　
六
`
歳
～
七
〇
歳

七
四
名
　
二
川
･
人
%

Ⅰ
　
七
一
歳
以
上

五

〇

名

一

六

∴

ハ

%

◎
錬
阿
答
六

も

　

　

二

･

〇

%

※
f
の
七
一
歳
以
上
に
は
'
最
高

齢
九
〇
歳
が
一
名
､
八
〇
歳
以

上
l
　
■
名
を
含
め
五
〇
薪
お

り
､
C
の
六
一
歳
以
卜
と
合
せ

る
と
全
体
の
E
二
　
二
l
%
を
占

め
､
透
析
患
者
の
高
齢
化
が
窺

え
ま
す
｡

3
　
透
析
年
数
は
何
年
で
す
か

a
　
一
年
未
満

一

`

五

名

一

･

六

%

b
　
一
年
以
上
三
年
未
満

･

t

 

l

名

　

l

七

･

〇

%

C
　
三
年
以
上
九
年
未
満

六
〇
名
　
1
九
･
九
%

●

ど

ヒ

人

名

一

五

･

九

%

〇
年
以
上
l
`
C
)
年
末
商

人

六

名

一

一

･

九

%

一
〇
年
以
上
三
〇
年
未
満

名

七
%

〇
年
以
上

○

名

　

　

　

　

〇

%

※
回
答
者
三
〇
一
名
中
､
透
析
年

数
一
〔
〕
年
末
洞
の
患
者
が
二
二

E
]
名
七
E
･
凶
%
を
占
め
る
｡

腎
友
会
も
'
こ
の
層
を
対
象
と

し
た
活
動
や
､
会
報
に
よ
る
情

報
の
捉
供
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
｡

4
　
あ
な
た
は
腎
臓
病
の
患
者
会

(
以
降
は
腎
友
会
と
称
す
る
)
が

あ
る
こ
と
を
こ
存
知
で
し
た
か

a
　
知
っ
て
い
る

l
　
六
五
名
　
八
八
.
〇
%

b
　
知
ら
な
か
っ
た

三

五

名

一

一

∴

ハ

%

◎
無
地
答

一

名

　

　

〇

二

二

%

5
　
あ
な
た
は
腎
友
会
に
入
会
さ

れ
て
い
ま
す
か

｡
入
会
し
て
い
f

一
人
四
名
　
⊥
凶
･
五
%

b
　
入
会
し
て
い
な
い

一
三
一
名
　
四
三
･
有
%

∴
圧
.
;
;

五

名

　

一

･

七

%

※
設
問
4
で
､
a
　
知
っ
て
い
る

と
3
]
答
し
た
方
が
一
･
(
`
⊥
令
､
八

八
%
に
対
し
て
設
問
5
で
は
t

a
　
入
会
し
て
い
る
と
回
答
し
た

方
は
一
人
四
名
､
五
四
㌧
⊥
%
と

な
っ
て
い
て
'
一
二
`
∴
九
%
の
方

が
何
ら
か
の
理
由
で
腎
友
会
を
知

っ
て
い
る
が
､
入
会
し
て
い
な
い

と
い
う
結
果
が
山
て
い
ま
す
｡

6
　
5
で
a
　
(
入
会
し
て
い
る
)

と
お
答
え
の
方
に
お
た
ず
ね
し

ま
す
　
(
重
複
可
)

川
　
入
会
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
何

で
す
か

a
　
腎
友
会
役
員
の
勧
誘

七
六
令
　
凹
六
･
三
%

b
　
入
会
の
し
お
り
､
又
は
p

R
版
で七
四

名

　

山

有

･

一

%

C
　
友
人
の
軌
め

九

名

一

一

･

六

%

d
　
病
院
･
ス
タ
ノ
ブ
の
勤
め
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二

E

名

一

四

･

六

%

e
　
そ
の
他五
名

　

　

三

･

0

%

◎
無
阿
答
E

]

名

　

　

l

･

E

]

%

･
X
腎
立
会
役
員
の
勧
誘
が
七
六

名
､
凶
六
･
l
`
J
%
と
最
も
多

-
､
p
R
版
や
入
会
の
L
お
-

が
七
m
名
､
凹
五
二
%
'
次

い
で
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
が
.
 
`
出

石

､

l

 

E

⊥

ハ

%

と

な

っ

て

い

て
'
幹
事
さ
ん
の
噴
出
-
が
成

果
と
し
て
表
れ
て
い
る
｡

又
､
入
会
の
し
お
り
や
p
H

版
の
効
果
も
見
ら
れ
る
が
ー
よ

り
允
実
し
た
内
容
の
ー
)
R
が
甥
に

ま
れ
る
｡
幹
事
さ
ん
と
捕
院
ス

タ

ッ

フ

の

コ

ミ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

も
人
切
と
思
わ
れ
る
)

は
　
腎
友
会
に
入
会
さ
れ
て
､
良

か
っ
た
と
感
じ
た
こ
と
　
(
重
複

可)a
　
親
睦
交
流
会
等
に
参
加
し

多
く
の
人
と
知
り
合
え
た

二

八

名

一

七

･

　

%

b
　
鋲
癖
講
演
会
や
学
習
会
に

参
加
で
き
る
こ
と

二
E
]
薪
　
■
凹
･
六
%

C
　
機
関
紙
な
ど
で
医
療
情
報

や
全
回
の
動
き
が
分
か
る

l

一

八

名

　

ヒ

二

･

〇

%

●
分
か
-
や
す
い

人
七
名
　
四
〇
･
九
%

C
　
仲
間
と
一
緒
に
旅
行
(
ツ

ア
ー
)
　
が
川
来
た

l

川

名

　

　

八

･

五

%

-
　
あ
ま
り
感
じ
た
事
が
な
い

二

一

名

一

■

･

八

%

g
　
そ
の
他二

名

　

　

　

一

.

%

C
c
j
無
阿
答■
`

名

　

　

一

･

八

%

※
患
者
さ
ん
は
C
･
d
に
見
ら
れ

る
様
に
'
全
国
の
情
報
や
医
療

福
祉
制
度
に
関
す
る
情
報
の
提

供
を
望
ん
で
い
る
｡

又
'
機
関
紙
と
会
員
の
つ
な

が
-
の
人
切
さ
が
明
確
と
な
っ

て
い
る
比
面
､
-
　
あ
ま
り
感

じ
た
事
が
な
い
と
回
答
し
た
<

が
二
`
名
､
l
 
l
 
l
･
八
%
お
-

今
後
の
課
題
で
も
あ
る
｡

7
　
5
で
b
　
(
入
会
し
て
い
な

い
)
と
お
答
え
の
方
に
お
尋
ね

し
ま
す
｡

入
会
さ
れ
な
い
理
由
は
何
で

す
か
　
(
重
複
可
)

a
　
腎
友
会
を
知
ら
な
か
っ
た

一
E
]
名
　
l
　
〇
･
七
%

b
　
関
心
が
な
い
か
ら

●

C
　
入
会
し
な
-
て
も
受
け
ら

れ
る
諸
制
度
に
は
変
わ
り
な

■

八

名

　

　

二

･

七

%

d
　
会
費
　
(
年
間
　
六
､
C
〔
〕

〇
円
)
　
が
高
い

二

八

名

一

二

･

四

%

C
　
生
活
が
苦
し
-
会
費
が
払

え
な
い
1

二

名

　

　

九

･

二

%

-
　
患
者
会
が
何
し
て
い
る
の

か
解
ら
な
い

五
三
名
　
E
〇
･
七
%

g
　
そ
の
他
一

九

名

　

l

四

･

五

%

○
入
会
す
る
き
っ
か
け
､
時

期
を
の
が
し
た
｡
○
高
齢
だ

か
ら
｡
○
内
容
が
わ
か
ら
な

い
｡
○
巾
し
込
み
方
が
わ
か

ら
な
い
L
I
 
C
.
`
回
に
お
さ
め

に
く
い
〕
〇
導
入
し
た
ば
か

り
で
わ
か
ら
な
い
u
 
O
そ
の

う
ち
に
入
会
す
る
｡
C
廟
務

上
､
政
治
的
L
j
力
団
体
に
は

加
入
で
き
な
い
　
(
退
職
し
た

ら
加
入
す
る
)
r
J
 
O
最
近
ま

で
こ
の
施
設
に
役
員
が
い
る

の
も
知
ら
な
か
っ
た
∪

⑳
無
回
答`
二

名

　

　

九

㌧

一

%

※
-
の
患
者
会
が
何
を
し
て
い
る

か
解
ら
な
い
が
五
三
名
､
凹
〇

･
万
%
お
り
'
丈
t
 
a
の
腎
友

会
を
知
ら
な
か
っ
た
一
∴
八
名
､

二
一
･
E
%
と
､
腎
友
会
の
P

R
次
第
で
は
入
会
さ
れ
て
い
な

い
患
者
さ
ん
の
血
剤
強
の
人
達

に
入
会
の
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
L
l

丈
､
d
･
e
の
様
に
会
費
が

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
人
達
に

も
活
動
の
中
身
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
が
必

要
で
あ
る
｡

∽
　
あ
な
た
は
､
J
R
や
航
空
運

賃
の
割
引
'
有
料
道
路
の
割
引

な
ど
腎
友
会
が
一
〇
年
が
か
り

で
国
会
請
願
を
し
て
適
用
を
受

け
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
た
か

a
　
知
っ
て
い
た

五
九
名
　
凶
有
･
〇
%

b
　
知
ら
な
か
っ
た

六
〇
名
　
四
五
･
八
%

◎
無
回
答1
二

名

　

　

九

･

1

1

%

※
入
会
さ
れ
て
い
な
い
方
の
他
五

･
<
%
が
知
ら
な
か
っ
た
と
凶

答
t
 
p
R
の
余
地
が
あ
る
｡

榔
　
あ
な
た
は
腎
友
会
に
入
会
す

る
方
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か

a

　

知

っ

て

い

る
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･
ハ
九
名
　
五
二
･
七
%

b
　
知
ら
な
い

四
七
名
　
三
`
血
･
九
%

･
∴
i
i
r
.
‖
∵
､
目

上

令

一

l

,

E

%

※
入
会
方
法
を
知
ら
な
い
方
が
四

七
名
､
三
九
･
九
%
と
こ
こ
で

も
P
R
不
足
の
樵
｢
十
が
窺
え

る
t
j
　
止
血
､
p
R
に
よ
り
入
会

を
し
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
の

あ
る
人
達
と
も
言
え
ま
す
｡

8
　
皆
さ
ん
に
お
た
ず
ね
し
ま
す

川
　
腎
友
会
は
必
要
だ
と
思
い
ま

す
か
a
　
必
要
だ
と
思
う

二
凶
六
名
　
八
l
･
七
%

b
　
必
要
で
は
な
い

七
名
　
　
二
二
二
%

◎
無
回
答凶
八
名
　
l
六
･
〇
%

･
X
･
2
　
必
要
だ
と
思
う
と
回
冷
し

た
方
は
仝
回
答
者
の
八
一
･
七

%
を
占
め
未
入
会
者
の
六
二

六
%
が
腎
友
会
の
必
要
性
を
認

め
て
い
る
し

は
　
あ
な
た
は
腎
友
会
が
な
く
な

っ
た
ら
私
た
ち
の
医
療
･
福
祉

制
度
が
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
　
(
重
複
可
)

a
　
何
も
変
わ
ら
な
い

1

九

名

　

　

六

二

二

%

b
　
医
療
費
の
〓
己
負
担
が
増

え
る■
四
七
名
　
四
.
八
･
八
%

C
　
交
通
費
の
助
成
が
増
え
な

八
八
名
　
二
九
二
一
%

d
　
全
国
の
医
療
情
報
が
伝
わ

ら
な
い
l

 

t

 

O

名

　

一

■

六

･

有

%

e
　
福
祉
制
度
の
後
退
や
新
た

な
制
度
が
実
現
し
ず
ら
く
な

る

1
三
八
名
　
E
]
五
･
八
%

-
　
他
施
設
と
の
交
流
や
情
報

交
換
が
な
-
な
る

E

:

六

も

　

　

L

;

･

二

%

g
　
種
々
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
が
考
え
ら
れ
る

一

一

八

名

　

三

九

･

二

%

h
　
そ
の
他三
名

　

　

〇

･

九

%

∴
,
細
川
)
･
'
=三

九

名

一

/

九

%

※
腎
友
会
が
無
-
な
る
事
で
全
国

の
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
事
や
'

睦
療
･
福
祉
制
度
公
的
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
竹
,
を
危
恨
す
る
様
丁

が
見
て
取
れ
る
｡

又
､
こ
の
事
は
腎
友
会
へ
期

●

仙
　
あ
な
た
は
腎
友
会
に
何
を
期

待
し
ま
す
か
　
(
重
複
可
)

a
　
期
待
し
て
い
な
い

一

七

名

　

　

五

･

六

%

b
　
睦
療
費
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い

一
七
人
名
　
五
九
二
%

C
　
福
祉
制
度
や
透
析
医
療
の

情
報
を
も
っ
と
提
供
し
て
ほ

し
い
`
三
五
名
　
川
E
:
･
八
%

d
　
親
睦
交
流
を
増
や
し
て
ほ

し
い

一

一

名

　

一

■

/

六

%

e
　
そ
の
他八
名
　
　
二
∴
ハ
%

◎
無
回
答l
五

薪

　

　

四

･

九

%

※
設
例
日
の
竹
と
関
連
す
る
が
､

医
療
費
の
問
題
や
福
祉
制
度
の

充
実
､
透
析
に
関
す
る
医
療
情

報
の
提
供
等
に
期
待
が
集
中
し

て
い
る
｡

9
　
腎
友
会
に
対
す
る
要
望
を
お

書
き
下
さ
い

･
活
動
内
容
が
わ
か
り
ず
ら
い
､

p
R
不
足
､
一
般
の
方
に
も
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
､
広

報
活
動

●

･
会
員
が
行
き
や
す
い
事
務
局
に

し
て
ほ
し
い

‥
｣
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

･
親
睦
会
に
参
加
し
た
い
が
､
足

が
不
自
由
な
の
で
も
っ
と
身
近

で
や
っ
て
欲
し
い

(
ま
と
め
)

全
体
を
通
し
て
言
え
る
事
は
､

透
析
年
数
一
〇
年
末
‖
榊
の
方
が
全

体
の
七
割
を
超
え
る
中
で
､
こ
の

層
を
対
象
と
し
た
情
報
の
提
供
や

活
動
を
取
り
入
れ
る
事
が
必
要
)

活
動
内
容
の
p
R
に
は
ま
だ
ま

だ
余
地
が
あ
り
そ
う
で
'
特
に
会

員
と
の
パ
イ
プ
の
役
臼
を
果
た
し

て
い
る
機
関
紙
で
の
医
療
や
福
祉

に
関
す
る
情
報
の
提
供
は
関
心
の

高
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
｡

昔
と
今
と
で
は
会
員
の
腎
友
会

に
対
す
る
期
待
の
内
容
に
も
変
化

が
窺
え
､
こ
れ
ま
で
の
親
睦
交
流

会
か
ら
､
よ
-
硯
実
的
な
医
療
費

の
問
題
や
福
祉
制
度
等
へ
の
関
心

の
高
ま
り
が
見
ら
れ
ま
す
r
J

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
参

考
に
'
よ
り
魅
力
あ
る
患
者
会
作

り
を
目
指
し
l
人
で
も
多
-
の
<

に
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
､

入
会
し
て
い
た
だ
け
る
様
に
頑
張

っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡



園舎請顔署名報誉
( li成13年度)

⑳小さな子供たちが日本国内で臓器移植が受けられるよう｢臓器移植に関する法律｣を改正して下さいo

施設名 傚�kﾉ�B�

石目r泌ljJi器科 ��cb�

稲積公巨礼駅前クリニック ��ッ�

いのけr来院 ��3b�

うえと医院 鼎��#���

H.N.メディック北Ji;良 �#s��

lNTT東rlイく札幌柄院 �����

小笠ll;,:クー~)ニック札幌病院 �#��

兼lt/循環器クリニック �����
■北三条泌尿器科クリニック 都��

清LIJ泌促器科 塔b�

勤rfji協中央病院 ��C��

クボタ泌尿器科クリニック �3��

光娃泌尿器科医院 鉄B�

幌向病院 ��c��

坂泌煉詩話科病院 鉄��

札幌北クリニック 鼎3R�

札幌摩′卜.病院 ��#"�
■札幌セントラルクリニック ���r�

札幌東クリニック 鉄C��

札幌北倫病院 鼎���

体感挺院 �8���

施設名 剌趨ｼ数l 

崎医院 ��3�ﾂ��s��

樹会病院 

JR札幌鉄道病院10∩｣ 

lh-立札幌柄院 �90 

仁二愛会外科クリニック:106 

仁愉全病院l314 

仁桧会的院子音真野クリニック �20(〕 

山岳クリニック �450l 

手稲ネプロクリニック �50 

ていね泌尿召.Df科 �60r 

｢ 緬nﾈ�8���三g-冒一一一1 

井Hryi院 

はまなす外科l矢院 �20 

福住泌尿器科 �30l 

北光記念病院 �70 
-r%L出占亡念病院 �10() 

1%JL一条病院 �402 

宮の森記念病院171 

恵み野病院 �1∩5 

40条クリニック �56 

渡-井医院 �227__ 6,765 

合言t 

◎皆様のご協力ありがとうございました｡

ビアガーデン利用券販売結果報告
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く事務局活動経過報告)

5月15tl lJこ期総会お礼状発送

幹事.役上jlお願い発送

5月20L｣　仝腎協大会(参加7名)

5Jj22円　総会展小各社-お礼状発送

6月26∩　幹事会案内発送

7月3日``どうじん"84号発送

7月5日　幹事会打合せ｢クインテス12名1

7ノ｣17日　"ぜんじんきょう'' 186号発送
日生きる仲間" 57号発送

7月22Fl li-成13年度第1回幹事会(北区

民センター45名)

7月28∩　炊事遠足実行委員会　しクインテ

ス12名)

8月2日　腎キャンペーンJ尖TJA委員会(ク

インテス5名1

8月5｢1難病連全道集会

8月9日　=生きる仲間'' (臨時号)発送

8月18[]炊事遠ノ上り三才了委員会(クインテ

ス12字l1

8月21日　腎キャンペーンポスター莞送

名参加)

3､ 4丁目89名参加)

● ンクー]6名参加)

会　し-～-一一-へへ-

■事務局だより■

◎仝腎協の第31次回会請願署名募金連動と

J PCの凶余市61頁署名運動にご協力卜さ

い｡全回で10071名､札幌では2力L名を

目標にして鳩張りましょう｡

◎鈍痛連への協力事業であるビアカーーデン

利用券の販売にご協力いただきありがと

うございました()

◎難病連からのお正月飾りの販売あっせん

手業が始まります｡
･∈)ニ寄付を頂戴しました,J

会縞軌に役､:,たせていただきます｡あり

がとうございました｡

･ LiJ野　幸雄光f+_(中野医院) 12,160円

･結構　幹了一　様(北クリ二ノク)　　209日

･'i川　敏f-　様けインテス=]ll.･) 1,09郎LJ

･金丸　洋了一　様｢北クリ二ノケ)

図書券5枚

◎青い烏ハガキをいただきました,J大切に

使わせていただきます〕ニ協力ありがと

うこきいました｡

･J R札幌鉄道病院　桑原

11L!1†三

･いのけ医院　　　　竹l人J

･商m記念病院　　　清水

∴■仙

･札幌北クリニック　逢揮

28

抑
和
4
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†
1
月
1
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第
3
健
郵
便
物
語
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様

様

様

様

様

様

子

子

良

恵

明

子

演

ら

　

　

久

義

淳

串
蕗
節
藍
◎

爵
細
昼
世

こ
の
度
喫
茶
ク
イ
ン
テ
ス
の
間

柄
に
と
も
な
い
､
札
幌
腎
友
会
の

事
務
所
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
〕
　
平
成
∴
一
一
年
一
〇
月
`

臼
胤
か
ら
､
左
記
の
住
所
･
電
話

番
ロ
ケ
に
な
り
ま
す
r
J

ま
た
､
当
分
の
間
事
務
局
員
は

常
駐
で
き
ま
せ
ん
の
で
､
留
守
番

電
話
の
刈
応
が
多
-
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
｢
人
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
､
よ
ろ
し
く
お
搬
い
い

た
し
ま
す
〔

〒
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札
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の
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八
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合
も
一


